
近畿地整

長
殿
谷
減
勢
工
他
工
事

長
殿
谷
減
勢
工
他
工
事

森
本
組
が
落
札

森
本
組
が
落
札 　

厚
生
労
働
省
の
人
口
動
態
統
計
に
よ
る

と
、
令
和
４
年
の
出
生
数
は
79
万
９
７
２

８
人
で
統
計
開
始
以
来
、
初
め
て
80
万
人
を

下
回
っ
た
と
の
こ
と
。
関
西
で
は
、
６
府
県

の
出
生
率
は
４
・
９
％
減
の
13
万
２
７
９
２

人
と
な
り
、
奈
良
県
で
は
５
・
１
％
の
減
少

だ
▼
少
子
化
対
策
に
乗
り
出
し
て
か
ら
30
年

余
り
、
出
生
数
が
77
万
人
に
な
る
の
は
令
和

16
年
の
見
込
み
だ
っ
た
様
だ
が
、
12
年
も
早

い
減
少
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
う
も
右
肩

下
が
り
で
は
、
結
果
は
出
て
い
な
い
と
言
わ

ざ
る
を
得
な
い
▼
こ
れ
ま
で
の
少
子
化
で
親

に
な
る
世
代
も
減
少
し
て
い
る
。
物
価
高
や

雇
用
形
態
に
よ
る
賃
金
格
差
等
と
い
っ
た
経

済
的
不
安
に
よ
り
、
子
ど
も
を
持
つ
こ
と
を

た
め
ら
う
夫
婦
が
増
え
て
い
る
こ
と
が
、
出

生
数
低
下
に
拍
車
を
か
け
て
い
る
の
だ
ろ
う

▼
結
婚
や
出
産
は
あ
く
ま
で
も
個
人
の
選

択
。
だ
が
、
早
急
に
出
産
・
育
児
が
し
や
す

い
環
境
を
整
え
な
け
れ
ば
、
事
態
は
改
善
し

な
い
だ
ろ
う
。
政
府
に
は
思
い
切
っ
た
支
援

策
を
講
じ
て
も
ら
い
た
い
も
の
だ
。�

（
藤
）

分
庁
舎
改
修
工
事
管
契
工
第
５
号

分
庁
舎
改
修
工
事
管
契
工
第
５
号

３
月
９
日
ま
で
参
加
受
付

３
月
９
日
ま
で
参
加
受
付

桜 井 市
　

桜
井
市
は
、「
分
庁
舎

改
修
工
事
管
契
工
第
５

号
」
に
総
合
評
価
落
札
方

式
一
般
競
争
入
札
を
適
用

し
て
３
月
１
日
に
公
告
し

た
。
入
札
参
加
資
格
確
認

申
請
書
等
を
３
月
９
日
ま

で
、
技
術
提
案
書
を
４
月

５
日
ま
で
、
入
札
金
額
の

　

近
畿
地
方
整
備
局
が
２

月
１７
日
開
札
し
た
一
般
競

争
入
札
「
長
殿
谷
減
勢
工

他
工
事
」
は
森
本
組
が
４

県
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
室

旧盲人福祉Ｃはらくじ会旧盲人福祉Ｃはらくじ会
令和４年度第２回県有地売払令和４年度第２回県有地売払

　

奈
良
県
総
務
部
フ
ァ
シ

リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
室

内
訳
書
と
入
札
書
を
４
月

２５
日
～
５
月
２
日
に
受
け

付
け
て
５
月
８
日
に
開
札

す
る
。
参
加
資
格
は
▽
建

築
工
事
業
の
特
定
建
設
業

許
可
▽
市
内
建
設
工
事
業

者
▽
建
築
１
式
。
Ａ
ラ
ン

ク
―
な
ど
。

　

工
事
場
所
は
粟
殿
。
工

事
概
要
は
大
規
模
改
修
工

事
事
務
所
Ｒ
Ｃ
造
２
階
建

延
べ
面
積
６
７
０
・
８
１

２
平
方
㍍
、
建
築
（
直
接

仮
設
・
防
水
・
外
壁
・
建

具
・
内
装
・
塗
装
・
躯
体
・

環
境
配
慮
・
外
構
）、
電

気
設
備
（
電
灯
・
動
力
・

構
内
情
報
通
信
網
・
構
内

交
換
・
拡
声
・
誘
導
支
援
・

テ
レ
ビ
共
同
受
信
・
防
犯
・

入
退
室
管
理
・
火
災
報
知

設
備
）（
新
庁
舎
電
灯
・
動

力
・
防
犯
・
入
退
室
管
理

設
備
）、
機
械
設
備
（
空

気
調
和
・
換
気
・
衛
生
器

具
・
給
水
・
排
水
・
給
湯
・

ガ
ス
設
備
）。
設
計
は
ワ

ー
ル
ド
設
計
が
担
当
。
工

期
６
年
１
月
２６
日
。
予
定

価
格
１
億
３
６
２
０
万

円
、
調
査
基
準
価
格
１
億

２
３
９
２
万
３
０
０
０

円
。
低
入
札
価
格
調
査
制

度
の
対
象
。

は
、
県
有
財
産
の
売
却
に

つ
い
て
令
和
４
年
度
第
２

回
一
般
競
争
入
札
に
よ
る

県
有
地
売
払
い
を
行
っ

た
。
対
象
と
な
る
の
は
次

の
５
物
件（
土
地
・
建
物
）。

土
地
数
量
は
実
測
面
積
、

現
状
有
姿
に
よ
る
売
却
。

い
ず
れ
の
建
物
に
も
ア
ス

ベ
ス
ト
が
あ
る
。

　

▽
物
件
番
号
１
（
奈
良

市
高
畑
町
１
０
９
６
番
６

他
）
＝
旧
盲
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
。
４
者
で
入
札
し
、

㈱
ら
く
じ
会
が
７
２
０
０

万
円
（
予
定
価
格
２
２
７

９
万
円
）
で
落
札
し
た
。

市
街
化
調
整
区
域
で
地
目

は
宅
地
。
土
地
９
４
２
・

５１
平
方
㍍
、
建
ぺ
い
率
６０

％
・
容
積
率
２
０
０
％
。

春
日
山
第
５
種
風
致
地
区

他
・
準
防
火
地
域
、
周
辺

の
遺
跡
は
平
城
京
跡
と
大

乗
院
跡
他
。
建
物
（
１
９

７
１
年
建
築
）
は
Ｒ
Ｃ
造

瓦
葺
２
階
建
な
ど
７
棟
延

べ
床
面
積
６
２
３
・
９４
平

方
㍍
。
耐
震
補
強
状
況
は

不
明
。

　

▽
物
件
番
号
３
（
奈
良

市
法
蓮
佐
保
山
１
丁
目
７２

番
１０
）
＝
平
城
宮
跡
イ
ベ

ン
ト
事
業
拠
点
施
設
（
旧

む
れ
し
か
荘
）。
入
札
参

加
申
込
者
（
法
人
１
社
）

が
辞
退
し
た
た
め
執
行
中

止
。
予
定
価
格
１
億
８
６

７
５
万
５
５
０
円
。
市
街

化
調
整
区
域
で
地
目
は
山

林
。
土
地
２
４
０
３
・
２５

平
方
㍍
、建
ぺ
い
率
４０
％
・

容
積
率
２
０
０
％
。
第
３

種
風
致
地
区
・
高
度
１０
㍍

規
制
・
歴
史
的
風
土
保
存

区
域
。
建
物
（
１
９
７
２

年
建
築
）
は
Ｒ
Ｃ
造
地
下

１
階
地
上
２
階
建
１
棟
延

べ
床
面
積
１
１
７
４
・
４５

平
方
㍍
。
耐
震
補
強
状
況

は
な
し
。

　

▽
物
件
番
号
２
（
橿
原

市
白
橿
町
４
丁
目
１
―

２
）
＝
旧
医
科
大
学
白
橿

独
身
寮
・
住
宅
。
３
者
で

入
札
し
、
三
都
住
建
㈱
が

４
２
０
０
万
円
（
予
定
価

格
１
７
３
８
万
円
）
で
落

札
し
た
。
第
一
種
中
高
層

住
居
専
用
地
域
で
地
目
は

宅
地
。
土
地
１
３
５
１
・

３７
平
方
㍍
、
建
ぺ
い
率
６０

％
・
容
積
率
２
０
０
％
。

建
築
基
準
法
２２
条
防
火
区

域
・
大
規
模
盛
土
造
成
地
・

高
度
地
区
２０
㍍
（
勾
配
屋

根
強
化
型
）・
専
用
住
宅

地
エ
リ
ア
（
橿
原
市
景
観

計
画
・
橿
原
市
景
観
条

例
）。建
物（
１
９
６
９
年
、

１
９
８
５
年
建
築
）
は
Ｒ

Ｃ
造
４
階
建
２
棟
延
べ
床

面
積
１
７
３
１
・
６１
平
方

㍍
。
耐
震
補
強
状
況
は
あ

り
。

　

▽
物
件
番
号
４
（
御
所

市
三
室
３
２
１
番
１
）
＝

旧
御
所
三
室
教
職
員
住

宅
。
２
者
で
入
札
し
、
㈱

ペ
ン
ト
ハ
ウ
ス
が
１
２
１

３
万
円
（
予
定
価
格
４
０

０
万
円
）
で
落
札
し
た
。

第
一
種
住
居
地
域
で
地
目

は
宅
地
。土
地
１
４
５
３
・

３５
平
方
㍍
、
建
ぺ
い
率
６０

％
・
容
積
率
２
０
０
％
。

１５
㍍
高
度
地
区
・
建
築
基

準
法
２２
条
防
火
区
域
。
建

物
（
１
９
７
４
年
建
築
）

は
Ｒ
Ｃ
造
３
階
建
１
棟
延

べ
床
面
積
６
２
７
・
３６
平

方
㍍
。
耐
震
補
強
状
況
は

不
明
。

　

▽
物
件
番
号
５
（
田
原

本
町
大
字
三
笠
２
１
６
番

１１
）
＝
旧
田
原
本
待
機
宿

舎
。
㈱
ペ
ン
ト
ハ
ウ
ス
の

み
が
参
加
し
、
４
６
９
万

円
（
予
定
価
格
４
６
８
万

円
）
で
落
札
し
た
。
第
一

種
低
層
住
居
専
用
地
域
で

地
目
は
宅
地
。
土
地
７
６

１
・
３６
平
方
㍍
、
建
ぺ
い

率
５０
％
・
容
積
率
８０
％
。

建
築
基
準
法
２２
条
防
火
区

域
。
建
物
（
１
９
６
８
年

建
築
）
は
Ｒ
Ｃ
造
４
階
建

な
ど
３
棟
延
べ
床
面
積
８

０
２
・
３７
平
方
㍍
。
耐
震

補
強
状
況
は
不
明
。

　

３
月
３
日
ま
で
に
契
約

締
結
、
売
買
代
金
の
支
払

い
は
３
月
１５
日
ま
で
。
所

有
権
は
売
買
代
金
の
支
払

い
が
完
了
し
た
と
き
に
移

転
す
る
。
登
記
の
手
続
は

県
が
行
う
。
登
録
免
許
税

等
と
所
有
権
移
転
に
要
す

る
費
用
は
落
札
者
の
負
担

と
な
る
。

　

す
で
に
利
用
の
目
的
を

終
了
し
た
土
地
で
、
将
来

的
に
も
県
に
お
い
て
利
用

見
込
み
の
な
い
土
地
に
つ

い
て
は
積
極
的
に
売
却
す

る
こ
と
に
し
て
い
る
。
問

い
合
わ
せ
先
は
財
産
係

（
電
話
０
７
４
２
―
２
７

―
８
０
０
４
）。

億
９
５
０
０
万
円
（
予
定

価
格
５
億
２
９
６
５
万

円
）
で
落
札
し
た
。
他
の

参
加
者
は
新
井
組
。

　

工
事
場
所
は
十
津
川
村

長
殿
。
工
事
概
要
は
掘
削

工
約
２
万
６
０
０
０
立
方

㍍
、
副
ダ
ム
工
１
基
、
減

勢
工（
１
号
Ｕ
型
水
路
工
）

約
３９
㍍
、
導
水
路
工
（
２

号
Ｕ
型
水
路
工
）約
１１
㍍
、

減
勢
工
（
２
号
堰
堤
上
流

右
岸
）
約
５５
㍍
。
工
期
６

年
２
月
２８
日
。

近畿農政局
一の
木
揚
水
機（
小
容
量
）維
持
修
繕

一の
木
揚
水
機（
小
容
量
）維
持
修
繕

　

近
畿
農
政
局
が
２
月
１３

日
開
札（
２
月
２８
日
契
約
）

し
た
一
般
競
争
入
札
「
国

営
施
設
応
急
対
策
事
業
五

条
吉
野
地
区
一
の
木
揚
水

機
（
小
容
量
）
維
持
修
繕

工
事
」は
鶴
見
製
作
所（
大

阪
市
鶴
見
区
）
が
１
億
２

５
９
０
万
円
（
評
価
値
１

２
７
・
０
８
４
）
で
落
札

し
た
。
予
定
価
格
１
億
２

５
９
３
万
円
。
参
加
は
鶴

見
製
作
所
の
み
。

　

工
事
場
所
は
五
條
市
西

吉
野
町
湯
塩
。
工
事
概
要

は【
大
容
量
機
場
】電
気
設

備（
高
圧
引
込
盤
三
相
３
線

７
・
２
㌔
㌾
１
面〈
更
新
〉、

高
圧
受
電
盤
三
相
３
線

７
・
２
㌔
㌾
１
面〈
更
新
〉、

高
圧
気
中
開
閉
器
７
・
２

㌔
㌾
１
個〈
更
新
〉、避
雷
器

〈
引
込
柱
〉３
個〈
撤
去
〉、

高
圧
カ
ッ
ト
ア
ウ
ト
〈
引

込
柱
〉
３
個
〈
撤
去
〉）【
小

容
量
機
場
】
主
ポ
ン
プ
設

備
（
片
吸
込
多
段
渦
巻
ポ

ン
プ〈
１
号
〉φ
１
２
５
㍉

１
台〈
分
解
整
備
〉）、原
動

機
設
備（
電
動
機〈
１
号
〉

７０
㌔
㍗
１
台
〈
分
解
整

備
〉）、電
気
設
備（
高
圧
引

込
盤
三
相
３
線
７
・
２
㌔

㌾
１
面〈
更
新
〉、
高
圧
受

電
盤
三
相
３
線
７
・
２
㌔

㌾
１
面〈
更
新
〉、
変
圧
器

盤
６
／
０
・
４
㌔
㌾
１
面

〈
更
新
〉、主
ポ
ン
プ
盤
〈
Ｐ

１
・
Ｐ
１６
〉２
面〈
更
新
〉、

補
機
盤
１
面〈
更
新
〉、
計

装
盤
１
面
〈
更
新
〉）。
工

期
６
年
３
月
１５
日
。

鶴
見
製
作
所
が
落
札

鶴
見
製
作
所
が
落
札
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能な建設業に向けて能な建設業に向けて
もこの1月より、建設業許可と経営事項
審査（経審）の申請の電子化を始めてい
ます。また先の経済対策で示されたBIM
（Building Information Modeling）の推
進にも力を入れているところです。BIM
を活用することでより業務効率化や生産
性向上を図れるほか、工事におけるコス
トなどもさらに明確になり、公共・民間
問わず様々な事業に役立っていくものと
思います。またデジタル化を進めていく
ことで、ゆくゆくは現場管理の在り方も
変化するはずです。監理技術者がオンラ
インで2つの現場を兼務するといった働
き方も生じていくのではないかと考え、
そうした可能性についても検討を図って
います。
谷脇：なるほど、デジタル化の推進は
将来の働き方にも大きな影響を与えそ
うですね。また先ほど挙がった技能労

働者の賃金の下支えやDXにもつなが
る話ですが、業界の皆さまとともに進
めている建設キャリアアップシステム
（CCUS）が、2022年にいよいよ登録者
100万人を達成しました。今後さらに全
面的な適用に向けて取り組んでいくわ
けですが、現在の普及状況やこのシス
テムの有用性についてはどのようにお
考えですか。
長橋：登録者数が100万人を超えたと
いうことで、業界内においてかなり浸
透してきた実感があります。建設キャ
リアアップシステムは、技能者個人の
経験や資格を“見える化”する優れた仕
組みであると同時に、デジタル技術に
より現場での入退場や出勤・休暇の状
況、施工体制などを確認できるツール
でもあり、業界にも企業にも個人にも
大きなメリットをもたらすシステムで
す。ただし、いくら優れたシステムで
あっても、異なる制度が併存すると効
果は半減してしまうもの。建設キャリ
アアップシステムを標準化し、様々な

制度に内在させることができれば、よ
り生産性の向上や事務作業の効率化も
図っていけるものと思います。
谷脇：特に建設業の技能労働者につい
ては、その実態が見えづらいという声
が以前から挙がっていました。建設
キャリアアップシステムにより技能者
個人の経験や資格が“見える化”されるこ
とは、賃金の下支えに貢献しますね。
長橋：建設キャリアアップシステムに
登録することで、各々が自身の本来あ
るべき処遇を認識でき、転職の際など
にもステップアップしていける…そん
な機能を制度や契約の中に盛り込んで
いくことが大切だと考えます。自身の
持つ価値を知ることは下支えにつなが
り、雇用の流動化や市場の活発化にも
つながっていくもの。それは個人に
とってはもちろん、多くの働き手を抱

える企業にとって
もメリットと言え
ます。今後は普及
のみならず、現場
での利用率をさら
に向上させていく
ことが重要です。
公共・民間双方
に、よりこのシス
テムを周知してい
きたい考えです。
谷 脇 ：建設キャ

リアアップシステムには様々な活用方
法と大きな可能性がありますね。運営
主体である我々建設業振興基金として
も引き続き全力で取り組んでまいりま
す。
谷脇：冒頭でもお話しされていたとお
り、働き手の高齢化や担い手不足の問
題については、以前より看過できない
状況が続いています。特に若手世代に
対しては入職を促す様々な施策を取ら
れていますが、賃金や休暇取得などの
処遇面、あるいは建設業へのイメージ
から敬遠されている向きがあるように
思います。昔のように“背中を見て学べ”
という姿勢ばかりでは一人前が育ちづ
らい時代でもあり、今後の担い手確保
に向けては建設業への興味・関心を高
めたり、モチベーションの向上につな
がるような取り組みも重要になると感
じますが、いかがでしょうか。
長橋：はい、まさにそうした取り組み
こそ、未来の建設業を支える軸になる
と考えます。担い手確保・育成にあ

たっては建設産業人材確保・育成推進
協議会と連携し、SNSを活用した情報発
信を行っているほか、小・中・高校に
向けて建設業の魅力を伝えるキャラバ
ンなどを実施しています。また工業高
校で行われる実習にも業界団体が協力
し、専門性の高い体験学習の提供など
を試みています。これは学生たちの興
味を高めたり理解を深めたりするだけ
でなく、企業と学生とを結ぶきっかけ
にもなり、卒業生の雇用につながって
いるケースもあります。こうした取り
組みを学校のカリキュラムの中にも組

み込んでい
くことがで
きれば、よ
りその効果
は波及する
ものと考え
ます。
谷 脇 ：学生
たちへの早
期の働きか
けは大切で
すね。ただ
一方で、高
校卒業後の
進路として
就職を選ぶ
方は以前と
比べて大き
く減少して
いるようで
す。調べた
ところ、30
年前は実数
で 6 0 万 人
ほどでした
が、近年に
はその4分の
1程度まで減
少していま
した。働き
かける対象
を拡大して
いくことも
大事かと考
えます。ま

た教育訓練にも大いに期待したいとこ
ろです。
長橋：我々のほうでも教育訓練に関し
て、厚生労働省と連携しながら取り組
んでいます。建設キャリアアップシス
テムなども訓練の段階から周知し、い

ずれは研修を受けた方とシステムの連
携なども図っていければと思います。
谷脇：そうした取り組みができれば、
入職段階から建設キャリアアップシス
テムの浸透が図れそうですね。人材確
保・育成に向けては、各地域の建設会
社の皆さまも独自に訓練を行ってお
り、私どもとしてもしっかりと支援し
ていきたいと思っています。
谷脇：最後に、建設業に携わる方や建
設業への入職を検討されている方など
へのメッセージを伺えますか？
長橋：建設業はものをつくる産業であ
ると同時に、地域のインフラを守り、
安心の日常を守る役割も担う大切な仕
事です。そんな社会的意義の大きな仕
事であるにもかかわらず、他の産業以
上に高齢化が進み、担い手不足となっ
ているのが現状です。そうした現状を
変えていくためには、旧来の3Kのイ
メージを脱却した「新3K（給与・休
暇・希望）」の実現が不可欠です。単
なるかけ声だけではなく、しっかりと
給与を取得でき、しっかりと休める適
正な工期が守られ、若い方が誇りと希
望を抱ける本当の「新3K」の業界とし
ていけるよう、全力で取り組んでいき
たいと思います。
谷脇：大変貴重なお話を伺うことがで
きました。本日はありがとうございま
した。
長橋：ありがとうございました。

（文責・橋本）
（出典：『建設業しんこう №544特集』より）

　　 国土交通省
　　 　不動産・建設経済局長

　　 　　長橋　和久 氏
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建設キャリアアップシステム Construction
CareerUp
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登録
申請受付中！！

業界全体で技能者一人ひとりの「技能」と「経
験」をしっかりと「認め」「育てる」仕組みです

▲ ▲

登録技能者108万人、事業者20万社に到達！登録技能者に特典も続々！

▲ ▲

▲

 自分の実力を証明できる

▲

 仕事の記録が自動的に貯まる

▲

 実績が正しく評価される

▲

 建退共掛金積立がより確実に

▲

 施工力の高さを証明できる

▲

 現場の事務作業が軽減できる

▲

 若手の技能者を確保できる

▲

 就労状況の報告がより簡単に

技
能
者

事
業
者

●●●●●

ピッ!

現場でタッチ
することで

建退共電子申請方式の運用が開始！

登録申請の手引き、ガイダ
ンス、インターネット申請は
ホームページから
https://www.ccus.jp/
技能者特典ページも開設！

登録の代行申請をおすすめします！

●代行申請により、技能者本人から同意を
得た事業者が、技能者の登録申請を行え
ます。また、同様に、同意を得た事業者が
他事業者の代行申請も可能です。
●身近な行政書士による代行申請が令和4
年2月から可能となりました。また、窓口
登録（認定登録機関）も全国200箇所以上
で可能となっています。

一般財団法人建設業振興基金
〒105-0001 東京都港区虎ノ門4丁目2番12号 虎ノ門4丁目MTビル2号館　詳しくは建設キャリアアップシステムのホームページをご覧ください。

建設業許可番号による参照

事業者の登録申請方法

建設キャリアアップ
システムホームページ
からの登録申請

インターネット申請

登録料のお支払

事業者ID発行（登録完了）

記入済登録申請書を
認定登録機関に持参

事業者登録の登録料は、
資本金によって異なります。

窓口申請

インターネットで簡易に申請できます

技能者の登録申請方法

建設キャリアアップ
システムホームページ
からの登録申請

インターネット申請

登録料のお支払

登録料のお支払

事業者ID、カード発行（登録完了）

記入済登録申請書を
認定登録機関に持参

窓口申請

申請方法や最新情報のチェックはこちらから
https://www.ccus.jp/建設キャリアアップシステムHP

奈良市高天町5－1一般社団法人 奈良県建設業協会

持続可持続可

谷脇：局長の想いや展望を伺える貴重
な機会ということで、『建設業しんこ
う』の中でもこちらの対談企画は特に
ご好評をいただいています。本日はよ
ろしくお願いいたします。
長橋：よろしくお願いいたします。
谷脇：局長は東日本大震災の影響も色
濃かった2011年に入札制度企画指導室
長を務められ、その後2021年7月より
不動産・建設経済局長に就任されまし
た。この10年での建設業界の変動や、
局長就任から現在までを振り返って、
どのような想いを感じていらっしゃい
ますか。
長橋：私が入札制度企画指導室長を務
めた当時は、長らく公共事業費も減少
し、建設投資額もそれ以前より半減す
るなど、非常に厳しい局面でした。
マーケットが縮小するとともに、ダ
ンピング受注の影響により現場で働く
方々にもしわ寄せがいき、労務費の減
少や処遇の悪化も見られ、働き手の高
齢化や担い手不足も顕著になるなど、
多くの課題が浮き彫りになった時期で
もあります。そうした中で東日本大震
災が起こったことで、復興支援も含め
て様々な取り組みを行わねばならな
い、非常に緊迫した時局だったと記憶
しています。そうした状況を踏まえる

と、ここ10年は事業量も投資額も安定
的に推移しており、労務単価について
も10年連続で上昇するなど、環境的に
もずいぶん改善されてきたのではない
でしょうか。ただし、現場の働き方や
技能者の処遇といった面は、他の産業
と比べてまだまだ不十分な点が見受け
られます。特にコロナ禍
以降、新しいライフスタ
イルに合わせた働き方と
いう概念が叫ばれて久し
いですが、なかなか休み
が取れない現場などは若
い方目線から見て魅力的
な職場とは映りづらい
でしょう。またここに来
て、建設資材価格の大幅
な変動も起こっており、
業界の重層下請構造と相
まって、現場の雇用情勢
や技能者の方の処遇にも
厳しい影響を与えている
ものと捉えています。そ
の根本的な契約制度自体
を改めて見直し、業界全
体を引き上げていくこと
を考えなければ、今後の
建設業は非常に厳しいも
のになると実感している
ところです。
谷脇：今お話に挙がった
建設資材価格の変動への
対応などは、まさに喫緊
の課題と言えますね。そ
うしたことも踏まえ、
2022年8月より新たに
「持続可能な建設業に向
けた環境整備検討会」を
立ち上げたと伺いまし
た。抜本的な部分も含め
た検討会とのことです
が、改めてその狙いを教
えていただけますか。
長橋：「持続可能な建設
業に向けた環境整備検討会」は、先程
挙がった担い手の確保や生産性向上と
いった従前からの建設業における課題
や、昨今の建設資材の急激な価格変動

といったことを踏ま
え、将来にわたり建
設業を持続可能なも
のとするための環境
整備に必要な施策の
方向性について検討

を行うため設置したものです。建設業
には様々な問題がありますが、まず考
えねばならないのは、現場で働く方の
賃金をいかに安定的に支払えるかとい
うこと。資材価格の転嫁などのしわ寄
せを防ぎ、労務費がしっかりと現場の
方々へ行き渡るような仕組みづくりを
行うことが第一です。また、従来から
問題視されている行き過ぎた重層下請
構造もそうした課題と無関係ではない
ため、その適正化も含めた議論を行っ
ています。今回の検討会では土木や建
築といった建設生産システムに精通し
た方だけでなく、労働政策の専門家な
ども交え、雇用や需給調整といった
様々な角度から検討を図っています。
谷脇：行き過ぎた重層下請構造は、以
前から建設業が抱える課題の一つです
ね。建設業は受注産業なので仕事の波
もあり、経営のためにはある程度スリ
ム化を図ってアウトソーシングせざる
を得ませんが、その流れの中で徐々に
重層化が進んでいく…。問題は、その
しわ寄せが技能労働者の方に及んでし
まう点ですね。
長橋：仰るとおりです。そうした働き
手の雇用安定・維持を図る制度として
「建設業務労働者就業機会確保事業」
がありますが、送出事業主の許可基準
など、まだまだハードルが高い面があ
ると捉えていま
す。たとえばアメ
リカの場合は公共
事業受注者に対し
て一定の支払い賃
金の義務付けが
あったり、フラン
スの場合は労働協
約に基づいた最低
賃金を課すなどの
法律による規制が
あります。日本に
おいてもそうした
法令による規制が
必要なのか、日本
に合った賃金を下
支えする仕組みは
どういったものな

のかを考慮しながら、制度・運用の改
善に向けて厚生労働省と継続的に相談
していきたいと思います。
谷脇：建設資材価格の変動に関しては、
公共工事の単品スライドの取り扱いと
いったことが課題として挙げられていま
す。特に注目されるのは民間工事での受
発注者間の契約の在りようだと思います
が、この点はいかがでしょうか。
長橋：民間工事についても基本的には
建設工事標準請負契約約款があります
が、公共工事のように単品スライドを
行うのは今の民間工事の契約の在り方
では難しいと考えます。スライドする
というよりは、契約時点でコストのリ
スクも考慮した上で合意を取ってい
く、積み上がるコストに対してフィー
をあわせ、最後に契約を精算するよう
な形も一つの手法です。工期が長期化
する場合には、そうしたやり方も考え
る必要があります。特に近年は大規模
な案件が増えており、施工が長期間に
及ぶケースもあります。そうした場合
には、新たな契約の在り方を考えるこ
とも必要だと感じています。
谷脇：発注者と受注者、元請と下請と
の間にそうしたリスク分担ができる構
造に変わっていけば、賃金の下支えに
もつながっていきますね。
谷脇：今やあらゆる産業においてDX
（デジタルトランスフォーメーショ
ン）が推し進められていますが、建設
業に関してはいかがでしょうか。
長橋：行政の分野ではデジタル庁が中心
となり、申請や許可などのデジタル化
に向けて動いています。国土交通省で

一般財団法人建設業振興基金
理事長　谷脇　暁 氏

　建設業振興基金・谷脇暁理事長は先ごろ、国土交通省不動産・建設経済局長橋和久局長と
『持続可能な建設業に向けて』と題して対談を行った。対談では、コロナ禍からの活動再開
に伴って社会に活気が戻りつつある一方、世界的な物価高騰と急激な円安の影響による原料
や資材価格が高騰するなど、先行きが不透明な状況が続いている。また、新規入職者の不足
や離職率の高さが叫ばれる建設産業において、次世代を担う新たな人材の確保のためにも、
賃金上昇、週休二日を前提とした長時間労働の解消、職場環境の改善などとともに生産性の
向上が求められている。担い手の確保・育成や生産性向上といった課題に加え、昨今の建設
資材の急激な価格変動への対応も迫られる建設業界において、どのような取り組みを行って
いくのか。そして登録者百万人を超えた建設キャリアアップシステムの活用と展望などを、
長橋局長に聞いている。その対談の内容を掲載した「建設業しんこう」からその内容を紹介
する。
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建築・板金工事一式

三洋工業KK奈良県特約店

中辻正鈑金属興業㍿
代表取締役 中 辻 安 則

奈 良 市 南 京 終 町 １－７２
☎（０７４２）６２－０７６１㈹
ＦＡＸ（０７４２）６２－３６４６

㍿江頭塗装工業
㍿エガシラ塗装

五 條 支 店

和歌山県知事許可（般―２9）第１２４８３号 辻本鉄筋工業

橿 原 市 石 川 町 ４ ８ ８ － １
ＴＥＬ（０７４４）㉗６７１９
磯城郡田原本町味間７０－８
ＴＥＬ（０７４４）�３０３１
ＦＡＸ（０７４４）�８５２１

加工場

①落札者②落札金額③指名ま
たは参加業者④概要・工期等（ ）
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札
決
定
）

　

▼
10
号
支
線
築
造
工
事

第
２
号
（
新
野
）
＝
①
木

村
組
（
評
価
値
29
・
２
８

５
）
②
３
８
５
８
万
６
０

０
０
円
（
比
４
３
７
０
万

円
）
③
宮
川
施
工
管
理
、

ヒ
ガ
シ
、
大
和
建
設
、
亮

建
設
、
隆
伸
（
失
格
）
④

工
事
延
長
２
４
０
・
30
㍍
、

２
０
０
Ｖ
Ｕ
管
布
設
工
１

８
９
・
30
㍍
、
１
５
０
Ｖ

Ｕ
管
布
設
工
４3
・
20
㍍
、

１
号
組
立
マ
ン
ホ
ー
ル
工

６
ヵ
所
、
塩
ビ
小
口
径
マ

ン
ホ
ー
ル
工
６
ヵ
所
、
汚

水
桝
取
付
管
工
５
ヵ
所
、

付
帯
工
（
路
面
復
旧
工
）

１
式
。
設
計
は
極
東
技
工

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
担

当
。
工
期
３
月
30
日
。

奈
良
市
企
業
局

　
　
（
２
月
28
日
・
一
般

競
争
入
札
）

　

▼
平
城
浄
化
セ
ン
タ
ー

屋
上
防
水
更
新
工
事
工
―

８
―
10
号（
朱
雀
３
丁
目
）

＝
①
昭
和
レ
ジ
ン
②
７
７

９
４
万
３
０
０
０
円
（
予

９
６
２
５
万
９
０
０
０

円
）
③
ミ
ズ
ノ
、
大
倭
殖

産
、
広
成
④
本
館
棟
防
水

工
事
１
式
、
機
械
棟
防
水

工
事
１
式
、
水
処
理
棟
防

水
工
事
１
式
、
発
生
材
処

理
１
式
。工
期
９
月
29
日
。

　
　
（
２
月
28
日
・
指
名

競
争
入
札
）

　

▼
減
圧
弁
更
新
工
事
２

―
２
―
１
０
３
号
（
佐
紀

町
）
＝
①
安
田
②
８
６
９

１
万
２
０
０
０
円
（
予
１

億
８
６
４
万
円
）
③
ク
ボ

タ
（
辞
退
）、
栗
本
鐵
工

所
（
辞
退
）、
森
田
鉄
工

所（
辞
退
）、前
澤
工
業（
辞

退
）、横
手
産
業（
辞
退
）、

フ
ソ
ウ
（
辞
退
）。

広
陵
町

　
　
（
２
月
20
日
・
一
般

競
争
入
札
）

　

▼
古
寺
川
調
整
池
整
備

工
事
（
２
工
区
）
第
75
号

（
大
字
中
ほ
か
）
＝
①
村

本
道
路
・
松
井
Ｊ
Ｖ
②
７

４
４
４
万
５
０
０
０
円

（
予
８
３
８
２
万
８
０
０

０
円
）
③
堀
口
・
大
西
Ｊ

Ｖ
、
ア
ト
ニ
ス
・
乾
興
業

Ｊ
Ｖ
、葛
井
・
中
山
Ｊ
Ｖ
、

福
寿
・
安
田
組
Ｊ
Ｖ
、
笹

井
・
山
崎
Ｊ
Ｖ
、
上
京
建

設
・
岡
本
組
Ｊ
Ｖ
④
築
堤
・

護
岸
１
式
。
設
計
は
内
外

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
が
担

当
。
工
期
９
月
29
日
。

　
　
（
２
月
20
日
・
指
名

競
争
入
札
）

　

▼
広
陵
西
第
二
幼
稚
園

解
体
工
事
第
76
号
（
大
字

平
尾
）
＝
①
竹
澤
工
業
②

３
４
４
９
万
８
０
０
０
円

（
予
３
８
０
７
万
円
）
③

村
本
建
設
、小
池
光
建
設
、

前
昌
建
設
（
無
効
）、
サ

サ
イ
弘
建
設
④
建
築
工
事

１
式
。
工
期
６
月
30
日
。

　
　
（
２
月
21
日
・
指
名

競
争
入
札
）

　

▼
百
済
64
号
線
安
全
対

策
工
事
第
77
号
（
大
字
百

済
）
＝
①
中
谷
建
設
②
２

６
４
万
７
０
０
０
円
（
予

３
０
７
万
２
０
０
０
円
）。

調査・測量・設計
建設コンサルタント
調査・測量・設計
建設コンサルタント

①落札者②落札金額③指名ま
たは参加業者④履行期限等（ ）

県
流
域
下
水
道

セ
ン
タ
ー

　
　
（
２
月
22
日
・
指
名

競
争
入
札
、
３
月
１
日
契

約
）

　

▼
第
二
浄
化
セ
ン
タ
ー

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発

電
設
備
設
置
検
討
委
託
Ｒ

４
第
二
県
単
委
第
４
号

（
広
陵
町
萱
野
他
）
＝
①

日
産
技
術
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
②
７
１
０
万
円
（
比
８

８
７
万
円
）
③
Ｎ
Ｊ
Ｓ
、

エ
ー
ス
、
三
水
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
、
ニ
ュ
ー
ジ
ェ
ッ

ク
、日
本
工
営
（
辞
退
）、

日
建
技
術
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
（
辞
退
）、
内
外
エ
ン

ジ
ニ
ア
リ
ン
グ（
辞
退
）、

日
本
水
工
設
計（
辞
退
）、

中
日
本
建
設
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
（
辞
退
）、
東
京
建

設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
（
辞

退
）、日
水
コ
ン（
辞
退
）、

建
設
技
術
研
究
所
（
辞

退
）、
オ
リ
ジ
ナ
ル
設
計

（
辞
退
）、
東
峯
技
術
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
（
辞
退
）
④

９
月
29
日
。

奈
良
市

　
　
（
３
月
１
日
・
一
般

競
争
入
札
）

　

▼
都
祁
小
学
校
太
陽
光

発
電
設
備
設
置
に
伴
う
耐

震
性
確
認
業
務
委
託
（
都

祁
白
石
町
９
７
４
番
地
）

＝
①
京
成
設
計
②
２
８
９

万
９
０
０
０
円
（
予
３
７

８
万
９
０
０
０
円
）
③
伸

構
造
事
務
所
、
プ
ラ
ス
設

計
、
土
屋
総
合
設
計
（
辞

退
）
④
都
祁
小
学
校
耐
震

診
断
１
５
３
５
・
9５
平
方

㍍
、
太
陽
光
発
電
設
備
設

置
１
式
。
委
託
期
間
３
月

31
日
。

　

▼
測
量
設
計
業
務
委
託

（
都
祁
友
田
町
地
内
他
・

一
本
松
小
倉
線
他
）（
都
祁

友
田
町
他
）
＝
①
全
日
本

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
②
２
３

７
０
万
６
０
０
０
円
（
予

３
２
１
１
万
円
）
③
正
和

設
計
、
日
建
技
術
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
、
オ
オ
バ
、
ウ

エ
ス
コ
、
浪
速
技
研
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
、
新
土
木
開

発
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
サ

ン
コ
ー
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
、
第
一
設
計
監
理
、
内

外
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
、

ト
ー
ニ
チ
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
、
復
建
技
術
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
、
エ
ー
ス
、
日
本

工
営
都
市
空
間
、
三
井
共

同
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

（
辞
退
）
④
委
託
延
長
２
・

03
㌔
㍍
、測
量
業
務
１
式
、

設
計
業
務
１
式
。
委
託
期

間
前
同
。

県
建
設
業
・
契

約
管
理
課

　
　
（
２
月
1５
日
・
一
般

競
争
入
札
、
３
月
１
日
契

約
）

　

▼
奈
良
県
大
規
模
広
域

防
災
拠
点
工
事
用
道
路
測

量
業
務
委
託
（
そ
の
２
）

（
奈
良
県
大
規
模
広
域
防

災
拠
点
整
備
事
業
（
都
づ

く
り
））
第
１
―
委
―
13

号
（
五
條
市
御
山
町
）
＝

①
親
光
②
６
７
４
万
円

（
比
８
０
９
万
円
）
③
ナ

ン
ワ
、
井
前
建
設
、
ダ
イ

イ
チ
、
エ
ー
シ
ー
設
計
企

画
、
五
洋
設
計
、
ア
リ
オ

ン
、
イ
ン
テ
コ
、
井
上
測

量
設
計
事
務
所
、
都
市
企

画
設
計
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
、
第
一
測
量
設
計
所
、

シ
ー
ド
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
、
三
和
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
、
本
田
測
量
設
計
、
セ

イ
ワ
コ
ン
サ
ル
、
ヨ
シ
ノ

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
シ
ン

エ
イ
、
潮
技
術
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
、
和
州
測
量
設
計

事
務
所
、
国
土
調
査
設
計

事
務
所
、
清
和
、
西
奈
良

測
技
、
天
理
技
研
、
大
門

測
量
設
計
事
務
所
、
コ
ー

ダ
技
研
、ス
キ
ャ
ド
ロ
ン
、

ト
ッ
プ
技
術
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
、
ノ
ア
技
術
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
、
英
晃
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
、
エ
イ
コ
ー
測

量
設
計
事
務
所
、
大
和
測

量
設
計
事
務
所
、
サ
ン
デ

ィ
ス
ト
、
谷
本
測
量
設
計

事
務
所
、
ア
ル
プ
ス
、
ウ

ィ
ズ
テ
ッ
ク
、ソ
ク
セ
ン
、

タ
ケ
ダ
技
研
、
三
栄
測
量

設
計
、
ラ
イ
ト
、
松
嶋
測

量
、
ク
ラ
イ
ス
技
研
、
オ

カ
モ
ト
測
量
、
水
野
測
量

設
計
事
務
所
、
ワ
ー
ク
、

原
田
測
量
、ア
ク
ト
創
研
、

共
同
エ
ン
ジ
ニ
ア
、
ク
リ

エ
ー
テ
ィ
ブ
・
ラ
イ
フ
、

ア
ク
セ
ス
、ワ
タ
ベ
測
量
、

日
立
工
営
④
３
級
基
準
点

測
量
３
点
、
４
級
基
準
点

測
量
62
点
、現
地
測
量
０
・

１
３
１
平
方
㌔
㍍
、
３
級

水
準
点
測
量
４
・
３
㌔
㍍
。

委
託
期
間
４
月
28
日
。

　
　
（
２
月
1５
日
・
指
名

競
争
入
札
、
３
月
１
日
契

約
）

　

▼
奈
良
県
大
規
模
広
域

防
災
拠
点
工
事
用
道
路
道

路
予
備
修
正
設
計
業
務
委

託
（
奈
良
県
大
規
模
広
域

防
災
拠
点
整
備
事
業
（
都

づ
く
り
））
第
１
―
委
―

12
号
（
五
條
市
御
山
町
ほ

か
）
＝
①
英
晃
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
②
５
４
０
万
円

（
比
６
７
２
万
円
）
③
日

本
工
営
、
イ
ン
テ
コ
、
ノ

ア
技
術
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
、
ウ
ィ
ズ
テ
ッ
ク
、
太

洋
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
、

阪
神
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
、

オ
リ
エ
ン
タ
ル
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ツ
、
天
理
技
研
、
長

大
、
大
日
本
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
、
エ
イ
ト
日
本
技
術

開
発
、
奈
良
技
研
、
八
千

代
エ
ン
ジ
ニ
ヤ
リ
ン
グ

（
辞
退
）、
建
設
技
術
研
究

所（
辞
退
）④
４
月
28
日
。

都
市
再
生
機
構

西
日
本
支
社

　
　
（
２
月
28
日
・
指
名

競
争
入
札
）

　

▼
04
―
保
全
建
築
設
計

効
率
化
に
係
る
基
礎
設
計

業
務
＝
①
Ｕ
Ｒ
リ
ン
ケ
ー

ジ
②
２
７
０
万
円
（
予
５

４
２
万
円
）
③
創
建
社
デ

ィ
ー
ア
ン
ド
ア
ー
ル
設

計
、
ス
ピ
ッ
ク
建
築
設
計

事
務
所
④
Ｂ
Ｉ
Ｍ
を
用
い

た
対
象
住
棟
に
お
け
る
基

本
３
Ｄ
モ
デ
ル
の
作
成
。

委
託
期
間
６
月
30
日
。

近
畿
地
方
整
備

局
奈
良
国
道
事

務
所

　
　
（
２
月
2４
日
・
簡
易

公
募
型
競
争
入
札
、
３
月

１
日
落
札
決
定
）

　

▼
大
和
北
道
路
八
条
地

区
構
造
物
詳
細
修
正
設
計

他
業
務
（
奈
良
市
）
＝
①

中
央
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ

（
評
価
値
71
・
５
５
４
）

②
６
７
５
万
円
（
予
８
９

９
万
円
）
③
東
洋
技
研
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
ス
リ
ー

エ
ス
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
、

修
成
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
、
近
代
設
計
④
道
路
詳

細
修
正
設
計
１
式
、
一
般

構
造
物
詳
細
修
正
設
計
１

式
、
関
係
機
関
協
議
資
料

作
成
１
式
。
委
託
期
間
９

月
29
日
。公告・公示情報

（工 事）
公告・公示情報

（工 事）
①申込期間等②開札日
③資格④概要⑤その他（ ）

県
建
設
業
・
契
約
管

理
課
（
施
工
体
制
確

認
型
一
般
競
争
入
札

〈
電
子
入
札
〉
３
月

１
日
公
告
）

　

▽
旧
登
美
学
園
指
導
訓

練
棟
除
却
工
事
第
４
―
29

号
（
奈
良
市
菅
野
台
）
＝

①
入
札
書
及
び
入
札
金
額

の
内
訳
書
の
提
出
３
月
22

日
ま
で
②
３
月
23
日
③
解

体
工
事
業
の
一
般
建
設
業

許
可
ま
た
は
特
定
建
設
業

許
可
。
そ
の
他
（
解
体
、

撤
去
工
事
）
の
登
録
。
建

設
業
法
に
基
づ
く
「
解
体

工
事
業
」
の
許
可
を
受
け

て
い
る
本
店
が
県
内
に
あ

り
、
県
建
設
工
事
等
競
争

入
札
参
加
資
格
を
有
す
る

こ
と
。
解
体
工
事
の
総
合

評
定
値
が
７
０
０
点
以
上

で
あ
る
こ
と
―
な
ど
④
除

却
工
事
（
指
導
訓
練
棟
Ｓ

造
２
階
建
延
べ
面
積
３
１

８
平
方
㍍
）。
設
計
は
小

林
建
築
事
務
所
が
担
当
。

工
期
12
月
20
日
⑤
予
４
６

１
１
万
２
０
０
０
円
込
、

低
４
１
５
９
万
１
０
０
０

円
込
。

県
五
條
土
木
事
務
所

（
施
工
体
制
確
認
型

一
般
競
争
入
札
〈
電

子
入
札
〉
３
月
１
日

公
告
）

　

▽
一
般
国
道
１
６
８

号
・
熊
野
川
他
道
路
・
河

川
小
規
模
維
持
修
繕
工
事

（（
道
路
施
設
維
持
修
繕
事

業
）
他
）
７
０
２
―
２
―

７
・
Ｇ
―
４
―
２
―
７
号

（
十
津
川
村
七
色
～
長
殿
）

＝
①
入
札
参
加
申
込
書
の

提
３
月
８
日
ま
で
（
入
札

書
及
び
入
札
金
額
の
内
訳

書
の
提
出
期
間
３
月
10
日

～
1５
日
）
②
３
月
16
日
③

﹃
土
木
工
事
業
の
特
定
建

設
業
許
可
を
受
け
、
県
建

設
工
事
等
競
争
入
札
参
加

資
格
を
有
す
る
単
体
の
建

設
業
者
若
し
く
は
建
設
業

者
２
者
～
５
者
で
構
成
さ

れ
る
特
定
建
設
工
業
Ｊ

Ｖ
。
土
木
１
式
の
登
録
。

Ａ
等
級
（
Ａ
１
グ
ル
ー
プ

を
含
む
）
ま
た
は
Ｂ
等

級
。﹄
建
設
業
法
に
基
づ

く
「
土
木
工
事
業
」
の
許

可
を
受
け
て
い
る
本
店
が

十
津
川
村
内
に
あ
り
、
県

建
設
工
事
等
競
争
入
札
参

加
資
格
を
有
す
る
こ
と
―

な
ど
④
入
札
公
告
参
照
⑤

予
１
１
９
３
万
５
０
０
０

円
込
、
低
１
０
５
５
万
６

７
０
０
円
込
。

　

▽
一
般
国
道
４
２
５

号
・
西
川
道
路
・
河
川
小

規
模
維
持
修
繕
工
事（（
道

路
施
設
維
持
修
繕
事
業
）

他
）
７
０
２
―
２
―
10
・

Ｇ
―
４
―
２
―
10
号
（
十

津
川
村
平
谷
～
迫
西
川
）

＝
①
前
同
②
前
同
③
前
同

④
入
札
公
告
参
照
⑤
予
６

９
９
万
７
１
０
０
円
込
、

低
６
２
０
万
４
０
０
０
円

込
。

　

▽
一
般
国
道
１
６
８
号

他
・
熊
野
川
他
道
路
・
河

川
小
規
模
維
持
修
繕
工
事

（（
道
路
施
設
維
持
修
繕
事

業
）
他
）
７
０
２
―
２
―

１
・
Ｇ
―
４
―
２
―
１
号

（
五
條
市
大
塔
町
全
域
他
）

＝
①
前
同
②
前
同
③
﹃
前

同
﹄
建
設
業
法
に
基
づ
く

「
土
木
工
事
業
」
の
許
可

を
受
け
て
い
る
本
店
が
五

條
市
大
塔
町
内
に
あ
り
、

県
建
設
工
事
等
競
争
入
札

参
加
資
格
を
有
す
る
こ
と

―
な
ど
④
入
札
公
告
参
照

⑤
予
７
９
６
万
６
２
０
０

円
込
、
低
７
０
４
万
３
３

０
０
円
込
。

　

▽
一
般
国
道
１
６
８
号

他
電
気
小
規
模
維
持
修
繕

工
事
（
そ
の
２
）（
道
路
施

設
維
持
修
繕
事
業
）
７
０

２
―
２
―
13
号
（
十
津
川

村
全
域
）
＝
①
入
札
書
及

び
入
札
金
額
の
内
訳
書
の

提
出
３
月
1５
日
ま
で
②
前

同
③
電
気
工
事
業
の
一
般

建
設
業
許
可
ま
た
は
特
定

建
設
業
許
可
。
電
気
設
備

の
登
録
。
建
設
業
法
に
基

づ
く
「
電
気
工
事
業
」
の
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国
土
交
通
省
が
取
り
組

ん
で
い
る
、
直
轄
Ｃ
ラ
ン

ク
工
事
を
対
象
と
し
た
建

設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス

テ
ム
（
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
）
モ
デ

ル
工
事
に
つ
い
て
、
全
国

に
47
あ
る
地
元
建
設
業
協

会
の
う
ち
、
理
解
が
得
ら

れ
た
3５
都
道
府
県
で
実
施

す
る
こ
と
と
な
っ
た
（
他

に
３
協
会
が
検
討
中
）。

９
協
会
で
理
解
が
得
ら
れ

て
い
な
い
。

　

ま
た
、
都
道
府
県
発
注

工
事
で
は
、
39
道
府
県
が

企
業
評
価
の
導
入
を
表
明

し
、
他
の
全
て
の
都
道
府

県
に
お
い
て
も
導
入
の
検

討
を
表
明
し
た
（
国
交
省

調
べ
２
月
６
日
現
在
）。

　

国
交
省
は
、「
本
年
度

中
に
全
協
会
か
ら
理
解
を

得
る
こ
と
を
目
標
に
、
働

き
掛
け
を
強
め
る
」
と
し

て
い
る
。

　

理
解
が
得
ら
れ
て
い
な

い
協
会
は
、青
森
、岩
手
、

山
形
、
茨
城
、
千
葉
、
神

奈
川
、
新
潟
、
鳥
取
、
福

岡
の
９
団
体
。検
討
中
は
、

三
重
、
香
川
、
高
知
の
三

つ
。
国
交
省
で
は
、
理
解

が
得
ら
れ
た
地
域
か
ら
順

次
、モ
デ
ル
工
事
を
適
用
。

技
能
者
の
登
録
率
な
ど
の

目
標
を
設
定
し
、
達
成
で

き
れ
ば
工
事
成
績
評
定
で

加
点
し
て
い
る
。

　

一
方
、
都
道
府
県
発
注

工
事
で
の
評
価
等
（
工
事

評
定
・
総
合
評
価
・
入
札

参
加
資
格
等
で
の
加
点
、

カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
等
費
用

補
助
）
で
は
、
39
団
体
が

元
請
け
の
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
事
業

者
登
録
を
総
合
評
価
で
加

点
す
る
と
い
っ
た
企
業
評

価
を
導
入
済
み
。
奈
良
県

な
ど
８
団
体
も
導
入
を
検

討
す
る
と
し
て
い
る
。

　

国
交
省
不
動
産
・
建
設

経
済
局
は
建
設
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
の
更
な

る
活
用
に
向
け
て
、
令
和

４
年
７
月
１
日
以
降
に
入

札
公
告
等
を
行
う
国
土
交

通
省
直
轄
工
事
に
お
け
る

Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
義
務
化
モ
デ
ル

工
事
及
び
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
活
用

推
奨
モ
デ
ル
工
事
に
つ
い

て
、「
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア

ッ
プ
シ
ス
テ
ム
の
活
用
に

つ
い
て
」（
令
和
４
年
４
月

28
日
付
）
に
て
各
地
方

整
備
局
等
宛
に
通
知
し
た
。

　

ま
た
、
国
交
省
直
轄
工

事
の
う
ち
一
般
土
木
工
事

の
支
出
負
担
行
為
担
当
官

が
発
注
す
る
工
事
（
北
海

道
開
発
局
に
お
い
て
は
、

Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
モ
デ
ル
工
事

Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
モ
デ
ル
工
事

3535
都
道
府
県
で
実
施

都
道
府
県
で
実
施

直
轄
Ｃ
ラ
ン
ク
工
事
対
象

直
轄
Ｃ
ラ
ン
ク
工
事
対
象

国 交 省

予
定
価
格
が
２
億
５
千
万

円
以
上
の
工
事
が
対
象
）

以
外
の
工
事
に
お
い
て

も
、
建
設
業
界
の
要
望
や

理
解
の
状
況
を
十
分
踏
ま

え
た
上
で
、
対
象
と
す
る

工
事
や
件
数
、
発
注
方
式

を
各
地
方
整
備
局
等
に
お

い
て
積
極
的
に
検
討
し
、

モ
デ
ル
工
事
を
実
施
す
る

こ
と
と
し
て
い
る
。

　

国
交
省
で
は
、
建
設
業

者
団
体
会
員
企
業
及
び
傘

下
団
体
等
に
対
し
て
、
Ｃ

Ｃ
Ｕ
Ｓ
義
務
化
モ
デ
ル
工

事
及
び
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
活
用
推

奨
モ
デ
ル
工
事
へ
の
積
極

的
な
参
加
な
ど
、
取
組
の

浸
透
に
協
力
を
呼
び
掛
け

て
い
る
。

（
橋
本
）
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許
可
を
受
け
て
い
る
本
店

が
県
五
條
土
木
事
務
所
管

内
に
あ
り
、
県
建
設
工
事

等
競
争
入
札
参
加
資
格
を

有
す
る
こ
と
―
な
ど
④
入

札
公
告
参
照
⑤
予
１
９
８

万
３
３
０
０
円
込
、
低
１

７
５
万
１
０
０
円
込
。

　

▽
旧
五
條
市
及
び
旧
西

吉
野
村
管
内
全
線
電
気
小

規
模
維
持
修
繕
工
事
（
道

路
施
設
維
持
修
繕
事
業
）

７
０
２
―
１
―
４
号
（
五

條
市
一
円
〈
大
塔
町
を
除

く
〉）
＝
①
前
同
②
前
同

③
前
同
④
入
札
公
告
参
照

⑤
予
２
４
９
万
８
１
０
０

円
込
、
低
２
２
０
万
４
４

０
０
円
込
。

　

▽
一
般
国
道
１
６
８
号

他
電
気
小
規
模
維
持
修
繕

工
事
（
そ
の
１
）（
道
路
施

設
維
持
修
繕
事
業
）
７
０

２
―
２
―
６
号
（
五
條
市

大
塔
町
全
域
他
）
＝
①
前

同
②
前
同
③
前
同
④
入
札

公
告
参
照
⑤
予
97
万
１
３

０
０
円
込
、
低
8５
万
６
９

０
０
円
込
。

県
宇
陀
土
木
事
務
所

（
施
工
体
制
確
認
型

一
般
競
争
入
札
〈
電

子
入
札
〉
３
月
１
日

公
告
）

　

▽
御
杖
村
地
区
道
路
・

河
川
小
規
模
維
持
修
繕
工

事
（
道
路
施
設
維
持
修
繕

事
業
他
）
第
５
０
２
―
１

―
２
・
Ｕ
―
４
―
１
―
２

号
（
御
杖
村
）
＝
①
入
札

書
及
び
入
札
金
額
の
内
訳

書
の
提
出
３
月
1４
日
ま
で

②
３
月
1５
日
③
土
木
工
事

業
の
一
般
建
設
業
許
可
ま

た
は
特
定
建
設
業
許
可
。

土
木
１
式
の
登
録
。
Ａ
等

級
（
Ａ
１
グ
ル
ー
プ
を
含

む
）、
Ｂ
等
級
ま
た
は
Ｃ

等
級
。
建
設
業
法
に
基
づ

く
「
土
木
工
事
業
」
の
許

可
を
受
け
て
い
る
本
店
が

御
杖
村
に
あ
り
、
県
建
設

工
事
等
競
争
入
札
参
加
資

格
を
有
す
る
こ
と
―
な
ど

④
入
札
公
告
参
照
⑤
予
５

２
９
万
８
７
０
０
円
込
、

低
４
６
８
万
６
０
０
０
円

込
。

　

▽
吉
野
郡
東
吉
野
村
地

区
道
路
・
河
川
小
規
模
維

持
修
繕
工
事
（
道
路
施
設

維
持
修
繕
事
業
他
）
第
５

０
２
―
２
―
４
・
Ｕ
―
３

０
１
―
２
―
４
号
（
東
吉

野
村
）
＝
①
前
同
②
前
同

③
土
木
工
事
業
の
一
般
建

設
業
許
可
ま
た
は
特
定
建

設
業
許
可
。
土
木
１
式
の

登
録
。
Ａ
等
級
（
Ａ
１
グ

ル
ー
プ
を
含
む
）、
Ｂ
等

級
ま
た
は
Ｃ
等
級
。
建
設

業
法
に
基
づ
く
「
土
木
工

事
業
」
の
許
可
を
受
け
て

い
る
本
店
が
東
吉
野
村
に

あ
り
、
県
建
設
工
事
等
競

争
入
札
参
加
資
格
を
有
す

る
こ
と
―
な
ど
④
入
札
公

告
参
照
⑤
予
６
６
０
万
７

７
０
０
円
込
、
低
５
８
５

万
２
０
０
０
円
込
。

　

▽
曽
爾
村
地
区
道
路
・

河
川
小
規
模
維
持
修
繕
工

事
（
道
路
施
設
維
持
修
繕

事
業
他
）
第
５
０
２
―
１

―
３
・
Ｕ
―
４
―
１
―
３

号
（
曽
爾
村
）
＝
①
前
同

②
前
同
③
土
木
工
事
業
の

一
般
建
設
業
許
可
ま
た
は

特
定
建
設
業
許
可
。
土
木

１
式
の
登
録
。Ａ
等
級（
Ａ

１
グ
ル
ー
プ
を
含
む
）、

Ｂ
等
級
ま
た
は
Ｃ
等
級
。

建
設
業
法
に
基
づ
く
「
土

木
工
事
業
」
の
許
可
を
受

け
て
い
る
本
店
が
曽
爾
村

に
あ
り
、
県
建
設
工
事
等

競
争
入
札
参
加
資
格
を
有

す
る
こ
と
―
な
ど
④
入
札

公
告
参
照
⑤
予
５
２
９
万

８
７
０
０
円
込
、
低
４
６

８
万
６
０
０
０
円
込
。

　

▽
宇
陀
郡
曽
爾
村
・
御

杖
村
地
区
舗
装
小
規
模
維

持
修
繕
工
事
（
道
路
施
設

維
持
修
繕
事
業
）
第
５
０

２
―
３
―
５
号（
曽
爾
村
・

御
杖
村
）
＝
①
前
同
②
前

同
③
舗
装
工
事
業
の
一
般

建
設
業
許
可
ま
た
は
特
定

建
設
業
許
可
。
舗
装
の
登

録
。
Ａ
等
級
、
Ｂ
等
級
ま

た
は
Ｃ
等
級
。
建
設
業
法

に
基
づ
く「
舗
装
工
事
業
」

の
許
可
を
受
け
て
い
る
本

店
が
曽
爾
村
、
御
杖
村
に

あ
り
、
県
建
設
工
事
等
競

争
入
札
参
加
資
格
を
有
す

る
こ
と
―
な
ど
④
入
札
公

告
参
照
⑤
予
２
９
９
万
９

７
０
０
円
込
、
低
２
６
６

万
５
３
０
０
円
込
。

　

▽
吉
野
郡
東
吉
野
村
地

区
舗
装
小
規
模
維
持
修
繕

工
事
（
道
路
施
設
維
持
修

繕
事
業
）
第
５
０
２
―
３

―
６
号
（
東
吉
野
村
）
＝

①
前
同
②
前
同
③
舗
装
工

事
業
の
一
般
建
設
業
許
可

ま
た
は
特
定
建
設
業
許

可
。
舗
装
の
登
録
。
Ａ
等

級
、
Ｂ
等
級
ま
た
は
Ｃ
等

級
。
建
設
業
法
に
基
づ
く

「
舗
装
工
事
業
」
の
許
可

を
受
け
て
い
る
本
店
が
東

吉
野
村
に
あ
り
、
県
建
設

工
事
等
競
争
入
札
参
加
資

格
を
有
す
る
こ
と
―
な
ど

④
入
札
公
告
参
照
⑤
予
２

９
９
万
９
７
０
０
円
込
、

低
２
６
６
万
５
３
０
０
円

込
。

　

▽
宇
陀
市
室
生
地
区
道

路
・
河
川
・
舗
装
小
規
模

維
持
修
繕
工
事
（
道
路
施

設
維
持
修
繕
事
業
他
）
第

５
０
２
―
１
―
１
・
Ｕ
―

４
―
１
―
１
・
５
０
２
―

３
―
４
号
（
一
般
国
道
１

６
５
号
他
・
室
生
川
他
）

＝
①
前
同
②
前
同
③
﹃
土

木
工
事
業
の
一
般
建
設
業

許
可
ま
た
は
特
定
建
設
業

許
可
か
つ
、
舗
装
工
事
業

の
一
般
建
設
業
許
可
ま
た

は
特
定
建
設
業
許
可
。
土

木
１
式
の
登
録
・
Ａ
等
級

（
Ａ
１
グ
ル
ー
プ
を
含

む
）、
Ｂ
等
級
ま
た
は
Ｃ

等
級
か
つ
、舗
装
の
登
録
・

Ａ
等
級
、
Ｂ
等
級
ま
た
は

Ｃ
等
級
﹄
建
設
業
法
に
基

づ
く
「
土
木
工
事
業
」
か

つ
「
舗
装
工
事
業
」
の
許

可
を
受
け
て
い
る
本
店
が

宇
陀
市
室
生
に
あ
り
、
県

建
設
工
事
等
競
争
入
札
参

加
資
格
を
有
す
る
こ
と
―

な
ど
④
入
札
公
告
参
照
⑤

予
１
４
９
９
万
７
４
０
０

円
込
、
低
１
３
２
９
万
４

６
０
０
円
込
。

　

▽
宇
陀
市
榛
原
地
区
道

路
・
河
川
・
舗
装
小
規
模

維
持
修
繕
工
事
（
道
路
施

設
維
持
修
繕
事
業
他
）
第

５
０
２
―
２
―
２
・
Ｕ
―

３
０
１
―
２
―
２
・
５
０

２
―
３
―
３
号
（
宇
陀
市

榛
原
）
＝
①
前
同
②
前
同

③
﹃
前
同
﹄
建
設
業
法
に

基
づ
く
「
土
木
工
事
業
」

か
つ
「
舗
装
工
事
業
」
の

許
可
を
受
け
て
い
る
本
店

が
宇
陀
市
榛
原
に
あ
り
、

県
建
設
工
事
等
競
争
入
札

参
加
資
格
を
有
す
る
こ
と

―
な
ど
④
入
札
公
告
参
照

⑤
予
１
６
１
２
万
８
２
０

０
円
込
、
低
１
４
２
９
万

５
６
０
０
円
込
。

　

▽
宇
陀
市
菟
田
野
地
区

道
路
・
河
川
・
舗
装
小
規

模
維
持
修
繕
工
事
（
道
路

施
設
維
持
修
繕
事
業
他
）

第
５
０
２
―
２
―
３
・
Ｕ

―
３
０
１
―
２
―
３
・
５

０
２
―
３
―
２
号
（
宇
陀

市
菟
田
野
）
＝
①
前
同
②

前
同
③
﹃
前
同
﹄
建
設
業

法
に
基
づ
く
「
土
木
工
事

業
」か
つ「
舗
装
工
事
業
」

の
許
可
を
受
け
て
い
る
本

店
が
宇
陀
市
菟
田
野
に
あ

り
、
県
建
設
工
事
等
競
争

入
札
参
加
資
格
を
有
す
る

こ
と
―
な
ど
④
入
札
公
告

参
照
⑤
予
１
０
０
０
万
７

８
０
０
円
込
、
低
８
８
６

万
４
９
０
０
円
込
。

　

▽
宇
陀
市
大
宇
陀
地
区

道
路
・
河
川
・
舗
装
小
規

模
維
持
修
繕
工
事
（
道
路

施
設
維
持
修
繕
事
業
他
）

第
５
０
２
―
２
―
１
・
Ｕ

―
３
０
１
―
２
―
１
・
５

０
２
―
３
―
１
号
（
宇
陀

市
大
宇
陀
）
＝
①
前
同
②

前
同
③
﹃
前
同
﹄
建
設
業

法
に
基
づ
く
「
土
木
工
事

業
」か
つ「
舗
装
工
事
業
」

の
許
可
を
受
け
て
い
る
本

店
が
宇
陀
市
大
宇
陀
に
あ

り
、
県
建
設
工
事
等
競
争

入
札
参
加
資
格
を
有
す
る

こ
と
―
な
ど
④
入
札
公
告

参
照
⑤
予
１
３
６
３
万
４

５
０
０
円
込
、
低
１
２
０

８
万
９
０
０
０
円
込
。

公告・公示情報
（業務等）

公告・公示情報
（業務等）
①申込期間等②開札日
③資格④概要⑤その他（ ）

県
高
田
土
木
事
務
所

（
一
般
競
争
入
札〈
電

子
入
札
〉
２
月
24
日

公
告
）

　

▽
令
和
５
年
度
高
田
土

木
事
務
所
管
内
道
路
施
設

等
維
持
修
繕
委
託
（
道
路

施
設
等
維
持
修
繕
事
業
委

託
）
第
３
０
１
―
委
―
１

号
（
高
田
土
木
事
務
所
管

内
）
＝
①
入
札
参
加
資
格

確
認
申
請
３
月
17
日
ま
で

（
入
札
書
の
提
出
３
月
27

日
ま
で
）
②
３
月
28
日
③

物
品
購
入
等
に
係
る
競
争

入
札
の
参
加
資
格
等
に
関

す
る
規
程
に
よ
る
競
争
入

札
参
加
資
格
者
で
、
大
分

類
Ｑ
役
務
の
提
供
、
中
分

類
１
建
物
管
理
、
小
分
類

⑪
道
路
・
公
園
清
掃
で
登

録
を
し
て
い
る
者
で
あ
る

こ
と
。
土
木
工
事
業
の
一

般
建
設
業
許
可
ま
た
は
特

定
建
設
業
許
可
。
県
内
に

本
店
が
あ
る
こ
と
―
な
ど

④
高
田
土
木
事
務
所
が
管

理
す
る
道
路
及
び
河
川
等

の
維
持
修
繕
業
務
（
道
路

パ
ト
ロ
ー
ル
、
路
面
・
側

溝
清
掃
な
ど
道
路
維
持
作

業
及
び
河
川
清
掃
等
）。

委
託
期
間
６
年
３
月
31
日
。

県
建
設
業
・
契
約
管

理
課
（
施
工
体
制
確

認
型
一
般
競
争
入
札

〈
電
子
入
札
〉
２
月

28
日
公
告
）

　

▽
奈
良
県
大
規
模
広
域

防
災
拠
点
造
成
実
施
設
計

等
業
務
委
託
（
奈
良
県
大

規
模
広
域
防
災
拠
点
整
備

事
業
（
都
づ
く
り
））
第

１
―
委
―
８
号
（
五
條
市

阪
合
部
新
田
町
ほ
か
）
＝

①
入
札
書
の
提
出
３
月
20

日
ま
で
②
３
月
22
日
③
県

建
設
工
事
等
競
争
入
札
参

加
資
格
の
う
ち
、
建
設
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
「
港
湾
及

び
空
港
」
及
び
「
道
路
」

部
門
の
資
格
を
有
す
る
こ

と
。
県
内
に
本
店
ま
た
は

営
業
所
を
有
し
て
い
る
こ

と
―
な
ど
④
造
成
実
施
設

計
５
・
０
㌶
、
道
路
詳
細

設
計
０
・
５6
㌔
㍍
。
委
託

期
間
12
月
28
日
⑤
予
２
７

２
１
万
４
０
０
０
円
込
、

低
２
１
８
４
万
６
０
０
０

円
込
。

　

▽
旧
筒
井
寮
除
却
工
事

設
計
業
務
委
（
設
）
第
４

―
24
号
（
大
和
郡
山
市
丹

後
庄
町
）
＝
①
前
同
②
前

同
③
建
築
士
法
の
規
定
に

よ
る
一
級
建
築
士
事
務
所

の
登
録
を
行
っ
て
い
る
こ
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凡 例  

金
額 （
落
札
金
額
）

 

予 

（
予
定
価
格
）

 

低 

（
最
低
制
限
価
格
）

 

設 

（
設
計
金
額
）

 

比 

（
入
札
比
較
価
格
）  

調 

（
調
査
基
準
価
格
）

 

低
基 （
最
低
制
限
基
準
価
格
）

 

低
調 （
低
入
札
調
査
基
準
価
格
）

 

低
モ （
最
低
制
限
モ
デ
ル
型
算
出
価
格
）

 

調
モ （
調
査
基
準
モ
デ
ル
型
算
出
価
格
）

人と社会と環境に貢献します
金属リサイクル 産業廃棄物中間処理

株式会社
橿 原 市 西 新 堂 町 ２ ０ － １
ＴＥＬ０７４４－２２－２６７３　ＦＡＸ０７４４－２２－３４４０
磯 城 郡 田 原 本 町 味 間 ３ １ ７ － １
ＴＥＬ０７４４－３４－１１１３　ＦＡＸ０７４４－３４－１１１４
磯 城 郡 田 原 本 町 多 ２ ６ ９ － １

本 　 　 　 社

田 原 本 支 店

田原本プレス・シュレッダー工場
U R L : h t t p : / / w w w . t u r u t a s y o t e n . c o m

／

／

／

持ち込み歓迎   引取りの対応も致します持ち込み歓迎   引取りの対応も致します

ISO14001
認証取得

MSA-ES-1366CM024

■

■

■

【取扱品目】鉄、非鉄金属、雑品類 【取扱品目】廃プラ、木くず、ガラスくずなど

至奈良至奈良 至
名
古
屋

至
名
古
屋

至
大
阪

至
大
阪

西名阪自動車道西名阪自動車道

郡山ＩＣ郡山ＩＣ

田原本
支　店
田原本
支　店

本社本社

京
奈
和
自
動
車
道

京
奈
和
自
動
車
道

至和歌山至和歌山

田 原 本
プレス・
シュレッ
ダー工場

田 原 本
プレス・
シュレッ
ダー工場

と
。
県
建
設
工
事
等
競
争

入
札
参
加
資
格
の
う
ち
建

築
設
計
業
務
に
登
録
し
て

い
る
こ
と
。
県
内
に
本
店

を
有
し
て
い
る
こ
と
―
な

ど
④
旧
筒
井
寮
除
却
工
事

（
本
館
棟
Ｒ
Ｃ
造
２
階
建

延
べ
面
積
７
０
２
・
2５
平

方
㍍
、
給
食
浴
場
棟
Ｒ
Ｃ

造
平
屋
建
延
べ
面
積
４
０

８
・
97
平
方
㍍
、
東
渡
り

廊
下
棟
Ｓ
造
平
屋
建
延
べ

面
積
18
・
38
平
方
㍍
、
西

渡
り
廊
下
棟
Ｓ
造
平
屋
棟

延
べ
面
積
18
・
28
平
方
㍍
、

指
導
訓
練
棟
Ｓ
造
平
屋
建

延
べ
面
積
１
５
０
平
方

㍍
、
保
母
宿
舎
Ｒ
Ｃ
造
２

階
建
延
べ
面
積
３
１
１
・

72
平
方
㍍
、
職
員
住
宅
Ｗ

造
平
屋
建
延
べ
面
積
69
・

５6
平
方
㍍
、
他
12
棟
合
計

延
べ
面
積
１
６
２
・
06
平

方
㍍
）
解
体
撤
去
工
事
、

工
作
物
撤
去
工
事
に
係
る

設
計
業
務
。
委
託
期
間
９

月
29
日
⑤
予
６
９
６
万
３

０
０
０
円
込
、
低
５
９
２

万
９
０
０
０
円
込
。

県
建
設
業
・
契
約
管

理
課
（
施
工
体
制
確

認
型
一
般
競
争
入
札

〈
電
子
入
札
〉
３
月

１
日
公
告
）

　

▽
旧
登
美
学
園
指
導
訓

練
棟
除
却
工
事
監
理
業
務

委（
監
）第
４
―
27
号（
奈

良
市
菅
野
台
）
＝
①
入
札

書
の
提
出
３
月
22
日
ま
で

②
３
月
23
日
③
建
築
士
法

の
規
定
に
よ
る
一
級
建
築

士
事
務
所
の
登
録
を
行
っ

て
い
る
こ
と
。
県
建
設
工

事
等
競
争
入
札
参
加
資
格

の
う
ち
建
築
設
計
業
務
に

登
録
し
て
い
る
こ
と
。
ま

た
、
第
三
者
監
理
と
す
る

た
め
、
当
該
工
事
の
設
計

業
務
を
受
注
し
た
者
で
な

い
こ
と
。
県
内
に
本
店
を

有
し
て
い
る
こ
と
―
な
ど

④
旧
登
美
学
園
訓
練
棟
除

却
工
事
（
指
導
訓
練
棟
Ｓ

造
２
階
建
延
べ
面
積
３
１

８
平
方
㍍
）
に
係
る
監
理

業
務
。
委
託
期
間
12
月
20

日
⑤
予
４
２
２
万
４
０
０

０
円
込
、
低
３
４
５
万
４

０
０
０
円
込
。

　

▽
県
営
住
宅
姫
寺
団
地

集
会
所
耐
震
・
大
規
模
改

修
工
事
監
理
業
務
（
県
営

住
宅
環
境
改
善
事
業
（
耐

震
）（
補
助
分
）
及
び
県
営

住
宅
環
境
改
善
事
業
（
補

助
分
））
委
（
監
）
第
４

―
28
号
（
奈
良
市
東
九
条

町
）
＝
①
前
同
②
前
同
③

建
築
士
法
の
規
定
に
よ
る

一
級
建
築
士
事
務
所
の
登

録
を
行
っ
て
い
る
こ
と
。

県
建
設
工
事
等
競
争
入
札

参
加
資
格
の
う
ち
建
築
設

計
業
務
に
登
録
し
て
い
る

こ
と
。
ま
た
、
当
該
工
事

の
設
計
業
務
を
受
注
し
た

者
で
な
い
こ
と
。
県
内
に

本
店
を
有
し
て
い
る
こ
と

―
な
ど
④
集
会
所
（
Ｓ
造

平
屋
建
延
べ
面
積
１
５
３

平
方
㍍
）耐
震
改
修
工
事
、

大
規
模
改
修
工
事
、
前
記

に
伴
う
電
気
・
機
械
設
備

工
事
に
係
る
監
理
業
務
。

委
託
期
間
10
月
17
日
⑤
予

４
９
６
万
１
０
０
０
円

込
、
低
４
０
５
万
９
０
０

０
円
込
。

奈
良
市
（
一
般
競
争

入
札
〈
郵
便
入
札
〉

３
月
１
日
公
告
）

　

▽
Ｊ
Ｒ
奈
良
駅
南
特
定

土
地
区
画
整
理
事
業
支
障

物
件
調
査
業
務
委
託
（
大

森
西
町
他
）
＝
①
入
札
参

加
申
請
書
等
の
提
出
３
月

1４
日
ま
で
（
入
札
書
の
到

達
期
限
３
月
29
日
）
②
３

月
30
日
③
奈
良
市
建
設
工

事
等
入
札
参
加
資
格
者
の

う
ち
、
補
償
関
係
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
業
務
（
物
件
部

門
）
の
登
録
。
奈
良
市
内

に
本
店
ま
た
は
営
業
所

（
当
該
営
業
所
が
同
市
に

お
け
る
入
札
参
加
資
格
を

有
す
る
者
に
限
る
）
を
有

し
て
い
る
こ
と
―
な
ど
④

準
備
打
合
せ
１
式
、
建
物

調
査
１
式
、
工
作
物
調
査

１
式
、
居
住
者
・
借
家
人
・

動
産
・
そ
の
他
通
損
に
関

す
る
調
査
１
式
、
消
費
税

調
査
等
１
式
、
移
転
工
法

案
の
作
成
１
式
。
委
託
期

間
３
月
31
日
⑤
予
２
３
８

７
万
円
、
低
基
１
７
５
１

万
１
０
０
０
円
。

県
中
和
土
木
事
務
所

（
一
般
競
争
入
札〈
電

子
入
札
〉
３
月
１
日

公
告
）

　

▽
一
般
国
道
１
６
５
号

他
交
通
誘
導
警
備
業
務
委

託
（
道
路
維
持
）
４
０
２

―
委
―
１
号
（
橿
原
市
他

中
和
土
木
事
務
所
管
内
）

＝
①
入
札
参
加
資
格
確
認

申
請
書
等
の
提
出
３
月
1４

日
ま
で
（
入
札
書
の
提
出

期
間
３
月
16
日
～
23
日
）

②
３
月
2４
日
③
物
品
購
入

等
に
係
る
競
争
入
札
の
参

加
資
格
等
に
関
す
る
規
程

に
基
づ
き
作
成
さ
れ
た

「
競
争
入
札
参
加
資
格
者

名
簿
」
の
中
で
、
大
分
類

Ｑ
役
務
の
提
供
、
中
分
類

１
建
物
管
理
、
小
分
類
⑩

警
備
・
受
付
等
で
登
録
さ

れ
て
い
る
者
。
県
内
に
本

店
ま
た
は
営
業
所
を
有
す

る
こ
と
―
な
ど
④
交
通
誘

導
警
備
員
１
９
２
人
。
委

託
期
間
６
年
３
月
29
日
。

県
消
防
救
急
課
（
一

般
競
争
入
札
〈
電
子

入
札
〉
３
月
１
日
公

告
）

　

▽
航
空
気
象
情
報
提
供

委
託
業
務
（
奈
良
市
矢
田

原
町
２
４
５
０
番
地
〈
県

防
災
航
空
隊
事
務
所
〉）

＝
①
入
札
参
加
資
格
確
認

申
請
３
月
13
日
ま
で
（
入

札
書
の
提
出
３
月
2４
日
10

時
ま
で
）
②
３
月
2４
日
③

物
品
購
入
等
に
係
る
競
争

入
札
の
参
加
資
格
等
に
関

す
る
規
程
に
よ
る
競
争
入

札
参
加
資
格
者
で
、
営
業

種
目
「
大
分
類
Ｑ
役
務
の

提
供
」、「
中
分
類
７
諸
サ

ー
ビ
ス
」、「
小
分
類
⑮
そ

の
他
サ
ー
ビ
ス
」
で
登
録

を
し
て
い
る
者
で
あ
る
こ

と
―
な
ど
④
説
明
書
及
び

仕
様
書
に
よ
る
。
委
託
期

間
６
年
３
月
31
日
。

県
社
会
教
育
セ
ン
タ

ー
（
一
般
競
争
入
札

〈
電
子
入
札
〉
２
月

28
日
公
告
）

　

▽
令
和
５
年
度
奈
良
県

社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
維
持

管
理
業
務
委
託
（
葛
城
市

寺
口
１
０
９
６
〈
県
社
会

教
育
セ
ン
タ
ー
（
研
修
施

設
・
宿
泊
施
設
）
及
び
そ

の
敷
地
内
〉）
＝
①
入
札

参
加
資
格
確
認
申
請
３
月

13
日
1５
時
ま
で
（
入
札
書

の
提
出
３
月
2４
日
10
時
ま

で
）
②
３
月
2４
日
③
「
物

品
購
入
等
に
係
る
競
争
入

札
の
参
加
資
格
等
に
関
す

る
規
程
」
に
基
づ
く
競
争

入
札
参
加
資
格
者
名
簿
に

登
録
さ
れ
て
い
て
、
か
つ

営
業
種
目
に
つ
い
て
営
業

種
目
コ
ー
ド
Ｑ
１
（
役
務

の
提
供
／
建
物
管
理
）、

小
分
類
⑧
消
防
設
備
保

守
、
⑪
道
路
・
公
園
清
掃

に
主
業
種
で
登
録
さ
れ
て

い
る
者
で
あ
る
こ
と
。
本

社
、
支
社
、
営
業
所
等
の

所
在
地
が
県
内
で
あ
る
こ

と
―
な
ど
④
委
託
期
間
６

年
３
月
31
日
。

奈
良
国
立
博
物
館

（
一
般
競
争
入
札〈
持

参
入
札
〉
２
月
24
日

公
告
）

　

▽
奈
良
国
立
博
物
館
建

物
清
掃
業
務
一
式
＝
①
入

札
関
係
書
類
の
提
出
期
限

３
月
17
日
②
３
月
2４
日
③

文
部
科
学
省
競
争
参
加
資

格
（
全
省
庁
統
一
資
格
）

に
お
い
て
、
令
和
４
年
度

に
近
畿
地
域
の
役
務
の
提

供
等
の
Ａ
、
Ｂ
ま
た
は
Ｃ

等
級
に
格
付
け
さ
れ
て
い

る
者
。
都
道
府
県
知
事
よ

り
建
築
物
に
お
け
る
衛
生

的
環
境
の
確
保
に
関
す
る

法
律
第
12
条
の
二
第
１
号

建
築
物
清
掃
業
ま
た
は
第

８
号
建
築
物
環
境
衛
生
総

合
管
理
業
、
及
び
第
７
号

建
築
物
ね
ず
み
昆
虫
等
防

除
業
の
登
録
を
受
け
て
い

る
者
。
近
畿
地
域
の
延
床

面
積
が
４
５
０
０
平
方
㍍

以
上
の
博
物
館
、
美
術
館

に
お
い
て
、
平
成
30
年
度

よ
り
開
札
日
ま
で
の
間

に
、
同
一
箇
所
に
お
い
て

12
ヵ
月
以
上
継
続
し
た
清

掃
業
務
（
日
常
ま
た
は
日

常
及
び
定
期
）
の
契
約
実

績
が
あ
る
こ
と
。
近
畿
地

域
の
特
定
建
築
物
に
お
い

て
、
平
成
30
年
度
以
降
に

ね
ず
み
等
の
防
除
業
務
の

契
約
実
績
が
あ
る
こ
と
―

な
ど
④
仕
様
書
の
と
お

り
。
委
託
期
間
６
年
３
月

31
日
。

　

▽
奈
良
国
立
博
物
館
敷

地
清
掃
業
務
一
式
＝
①
前

同
②
前
同
③
文
部
科
学
省

競
争
参
加
資
格
（
全
省
庁

統
一
資
格
）
に
お
い
て
、

令
和
４
年
度
に
近
畿
地
域

の
役
務
の
提
供
等
の
Ａ
、

Ｂ
ま
た
は
Ｃ
等
級
に
格
付

け
さ
れ
て
い
る
者
。
都
道

府
県
知
事
よ
り
建
築
物
に

お
け
る
衛
生
的
環
境
の
確

保
に
関
す
る
法
律
第
12
条

の
二
第
１
号
建
築
物
清
掃

業
ま
た
は
第
８
号
建
築
物

環
境
衛
生
総
合
管
理
業
の

登
録
を
受
け
て
い
る
者
。

近
畿
地
域
の
特
定
建
築
物

に
お
い
て
、
平
成
30
年
度

よ
り
開
札
日
ま
で
の
間

に
、
同
一
箇
所
に
お
け
る

12
ヵ
月
以
上
継
続
し
た
清

掃
業
務
（
日
常
ま
た
は
日

常
及
び
定
期
）
の
契
約
実

績
が
あ
る
こ
と
―
な
ど
④

前
同
。

近
畿
地
方
整
備
局
浪

速
国
道
事
務
所
（
一

般
競
争
入
札
〈
電
子

入
札
〉
２
月
28
日
公

告
）

　

▽
国
道
１
６
３
国
道
清

滝
生
駒
道
路
他
表
示
登
記

等
業
務
（
浪
速
国
道
事
務

所
管
内
〈
大
阪
府
・
兵
庫

県
・
県
内
〉）
＝
①
申
請

書
等
の
提
出
期
限
３
月
1５

日
正
午
（
入
札
書
の
提
出

期
限
４
月
11
日
）
②
４
月

12
日
③
令
和
４
・
５
・
６

年
度
国
土
交
通
省
競
争
参

加
資
格
（
全
省
庁
統
一
資

格
）
役
務
の
提
供
等
の
Ｃ

ま
た
は
Ｄ
等
級
に
格
付
け

さ
れ
た
近
畿
地
域
の
競
争

参
加
資
格
を
有
す
る
者
。

土
地
家
屋
調
査
士
法
第
６

８
条
等
の
規
定
に
違
背
す

る
こ
と
な
く
同
法
第
３
条

第
１
項
第
１
号
～
第
３
号

及
び
第
６
号
の
事
務
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
者
が
３

名
以
上
在
籍
し
て
い
る
こ

と
。
大
阪
府
、
兵
庫
県
、

県
内
に
主
た
る
事
務
所
若

し
く
は
従
た
る
事
務
所
を

有
す
る
土
地
家
屋
調
査
士

法
人
ま
た
は
主
た
る
事
務

所
を
有
す
る
公
共
嘱
託
登

記
土
地
家
屋
調
査
士
協
会

―
な
ど
④
表
示
に
関
す
る

登
記
業
務
を
単
価
契
約
。

契
約
予
定
数
量
境
界
点
確

認
３
５
０
件
外
５
３
２

件
。
委
託
期
間
６
年
３
月

31
日
。

　

▽
国
道
１
６
３
号
清
滝

生
駒
道
路
他
権
利
登
記
等

業
務
（
前
同
）
＝
①
前
同

②
前
同
③
令
和
４
・
５
・

６
年
度
国
土
交
通
省
競
争

参
加
資
格
（
全
省
庁
統
一

資
格
）
役
務
の
提
供
等
の

Ｃ
ま
た
は
Ｄ
等
級
に
格
付

け
さ
れ
た
近
畿
地
域
の
競

争
参
加
資
格
を
有
す
る

者
。
司
法
書
士
法
第
73
条

等
の
規
定
に
違
背
す
る
こ

と
な
く
同
法
第
３
条
第
１

項
第
１
号
～
第
５
号
の
事

務
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

者
。
大
阪
府
、
兵
庫
県
、

県
内
に
主
た
る
事
務
所
を

有
す
る
司
法
書
士
、
主
た

る
事
務
所
若
し
く
は
従
た

る
事
務
所
を
有
す
る
司
法

書
士
法
人
ま
た
は
主
た
る

事
務
所
を
有
す
る
公
共
嘱

託
登
記
司
法
書
士
協
会
―

な
ど
④
権
利
に
関
す
る
登

記
業
務
を
単
価
契
約
。
契

約
予
定
数
量
所
有
権
移
転

2５
件
外
２
１
０
件
。
委
託

期
間
前
同
。

県
奈
良
土
木
事

務
所

　
　
（
３
月
９
日
・
指
名

競
争
入
札〈
電
子
入
札
〉、

指
名
は
事
後
公
表
）

　

▽
一
般
県
道
谷
田
奈
良

線
ゾ
ー
ン
30
プ
ラ
ス
整
備

工
事
（
３
）（
防
災
・
安
全

交
付
金
事
業
（
道
路
環
境

整
備
））
第
９
―
33
―
１

―
５
号
（
奈
良
市
法
蓮
町

他
）。県

吉
野
土
木
事

務
所

　
　
（
３
月
９
日
・
指
名

競
争
入
札〈
電
子
入
札
〉、

指
名
は
事
後
公
表
）

　

▽
主
要
地
方
道
洞
川
下

市
線
道
路
改
良
工
事
（
防

災
・
安
全
交
付
金
事
業（
南

部
・
東
部
））
第
６
―
３

―
Ａ
８
―
２
号
（
下
市
町

立
石
他
）
＝
工
期
６
月
30

日
。県

郡
山
土
木
事

務
所

　
　
（
３
月
17
日
・
指
名

競
争
入
札〈
電
子
入
札
〉、

指
名
は
事
後
公
表
）

　

▽
天
理
斑
鳩
線
他
排
水

ポ
ン
プ
保
守
点
検
業
務

（
道
路
施
設
環
境
整
備
事

業
）
第
２
０
６
―
委
―
１

号
（
大
和
郡
山
市
宮
堂
町

他
）
＝
工
期
６
年
３
月
31

日
。

　

▽
岡
崎
川
河
川
浄
化
施

設
等
管
理
業
務
（
河
川
浄

化
施
設
等
管
理
費
他
）
第

Ｊ
―
５
―
委
―
１
号
他

（
安
堵
町
窪
田
）
＝
工
期

６
年
３
月
29
日
。

調査・測量・設計
建設コンサルタント
調査・測量・設計
建設コンサルタント

県
高
田
土
木
事

務
所

　
　
（
３
月
13
日
・
指
名

競
争
入
札〈
電
子
入
札
〉、

指
名
は
事
後
公
表
）

　

▽
国
道
１
６
８
号
香
芝

王
寺
道
路
施
工
計
画
検
討

業
務
（
無
電
柱
化
推
進
事

業
（
都
づ
く
り
））
第
１

―
６
―
委
５
号
（
王
寺
町

畠
田
４
丁
目
他
）
＝
委
託

期
間
10
月
31
日
。

　

▽
葛
城
川
河
道
改
修
計

画
検
討
業
務
（
特
定
都
市

河
川
浸
水
被
害
対
策
推
進

事
業
（
河
川
改
修
））
第

６
―
３
―
委
１
号
（
広
陵

町
弁
財
天
他
）
＝
委
託
期

間
前
同
。社名や組織の改変、

技術開発、新製品等
の企業情報、工事に
関する情報等どんな
ことでも結構です。
建設新報  編集部まで

情報をお寄せください

建 設 新 報（第三種郵便物認可） （６）2023年（令和５年）３月７日（火）建 設 新 報



大和高田市会計別予算額総括表

庭
園
施
設
運
営
な
ど
プ
ロ
ポ
４
件

庭
園
施
設
運
営
な
ど
プ
ロ
ポ
４
件

奈良公園事務所
　

奈
良
県
奈
良
公
園
事
務

所
は
、
２
月
2４
日
に
公
告

し
た
次
の
委
託
業
務
４
件

の
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

に
係
る
参
加
意
向
申
出
書

及
び
提
案
書
等
を
３
月
９

日
ま
で
持
参
ま
た
は
郵
送

に
よ
り
受
け
付
け
、
受
託

者
を
３
月
1５
日
ま
で
に
選

定
、
原
則
と
し
て
３
月
中

に
採
否
結
果
を
通
知
す

る
。
委
託
期
間
６
年
３
月

31
日
。
担
当
は
管
理
課
庶

務
管
理
係
（
電
話
０
７
４

２
―
２
２
―
０
３
７
５
）。

　
【
吉
城
園
・
旧
山
口
氏

南
都
別
邸
庭
園
施
設
運
営

及
び
使
用
料
徴
収
業
務

（
旧
山
口
氏
南
都
別
邸
庭

園
維
持
管
理
事
業
）】
吉

城
園
は
奈
良
時
代
の
地
形

を
残
し
た
緑
豊
か
な
地
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
昭
和
60

年
以
降
に
県
が
整
備
し
て

き
た
。
庭
園
単
独
で
文
化

財
指
定
は
さ
れ
て
い
な
い

も
の
の
、
こ
れ
に
準
じ
た

庭
園
で
あ
る
こ
と
か
ら
質

の
高
い
施
設
運
営
を
行
う

必
要
が
あ
る
。
旧
山
口
氏

南
都
別
邸
庭
園
は
、
日
本

を
代
表
す
る
文
化
人
が
交

流
し
た
場
と
し
て
、
近
代

の
奈
良
公
園
を
代
表
す
る

庭
園
と
し
て
高
く
評
価
さ

れ
て
き
た
。
近
年
、
県
は

同
庭
園
を
「
大
正
期
作
庭

の
庭
園
」と
し
て
復
元
し
、

令
和
２
年
５
月
に
開
園
し

た
。
今
回
の
業
務
は
、
吉

城
園
及
び
旧
山
口
氏
南
都

別
邸
庭
園
（
両
庭
園
内
の

茶
室
を
含
む
）
に
お
い
て

施
設
運
営
や
使
用
料
徴
収

及
び
こ
れ
に
関
連
す
る
業

務
に
つ
い
て
質
の
高
い
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
う
も

３
月
９
日
ま
で
受
付

３
月
９
日
ま
で
受
付

　

大
和
高
田
市
の
令
和
５

年
度
当
初
予
算
案
は
総
額

６
０
９
億
４
３
５
万
４
０

０
０
円
で
対
前
年
度
比

５
・
６
％
増
。
内
訳
は
一

般
会
計
２
９
１
億
９
０
０

０
万
円
（
10
・
７
％
増
）、

特
別
会
計
１
６
４
億
２
５

４
０
万
円（
０
・
６
％
増
）、

水
道
事
業
会
計
22
億
３
９

１
０
万
４
０
０
０
円（
１
・

８
％
増
）、
下
水
道
事
業

会
計
33
億
５
１
０
３
万
８

０
０
０
円（
３
・
８
％
減
）、

病
院
事
業
会
計
96
億
９
８

８
１
万
２
０
０
０
円（
４
・

８
％
増
）。

　

一
般
会
計
の
う
ち
普
通

一
般
会
計

一
般
会
計
291291
・９
億
円

・９
億
円

５
年
度
当
初
予
算
案
を
公
表

５
年
度
当
初
予
算
案
を
公
表

大和高田市

の
。
業
務
場
所
は
奈
良
市

登
大
路
町
・
水
門
町
及
び

高
畑
町
。
業
務
対
象
施
設

は
吉
城
園
庭
園
・
茶
室
等

と
旧
山
口
氏
南
都
別
邸
庭

園
・
茶
室
等
。
業
務
内
容

は
①
施
設
案
内
及
び
受
付

業
務
②
吉
城
園
茶
室
及
び

旧
山
口
氏
南
都
別
邸
茶
室

使
用
料
徴
収
業
務
③
そ
の

他
関
連
業
務
。
委
託
料
上

限
額
１
２
５
５
万
１
０
０

０
円
込
。
参
加
資
格
は
▽

過
去
５
年
間
に
履
行
完
了

し
て
い
る
同
種
同
規
模

（
有
料
・
無
料
は
問
わ
な

い
観
賞
用
庭
園
で
面
積
が

５
０
０
０
平
方
㍍
以
上
）

の
庭
園
施
設
運
営
及
び
使

用
料
徴
収
業
務
に
係
る
受

注
実
績
（
元
請
に
限
る
）

を
有
し
て
い
る
こ
と
▽
県

内
に
主
た
る
事
務
所
及
び

活
動
の
拠
点
を
置
き
当
該

業
務
を
実
施
で
き
る
団
体

で
あ
る
こ
と
―
な
ど
。

　
【
旧
山
口
氏
南
都
別
邸

庭
園
管
理
業
務
（
旧
山
口

氏
南
都
別
邸
庭
園
維
持
管

理
事
業
）】旧
山
口
氏
南
都

別
邸
庭
園
は
大
正
期
に
作

庭
さ
れ
、
志
賀
直
哉
や
武

者
小
路
実
篤
な
ど
日
本
を

代
表
す
る
文
化
人
が
交
流

し
た
場
と
し
て
近
代
の
奈

良
公
園
を
代
表
す
る
庭
園

と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て

き
た
。
県
で
は
、
奈
良
公

園
に
ふ
さ
わ
し
い
歴
史
と

文
化
の
香
り
が
漂
う
「
大

正
期
作
庭
の
庭
園
」
を
復

元
し
て
令
和
２
年
５
月
に

開
園
し
た
。
今
回
の
業
務

は
以
上
を
踏
ま
え
、
旧
山

口
氏
南
都
別
邸
庭
園
に
お

い
て
、
庭
園
内
の
樹
木
等

の
植
栽
管
理
を
行
う
庭
園

管
理
業
務
及
び
こ
れ
に
関

連
す
る
業
務
を
行
う
も
の
。

業
務
場
所
は
奈
良
市
高
畑

町
。
業
務
対
象
施
設
は
旧

山
口
氏
南
都
別
邸
庭
園

（
７
４
８
４
・
7５
平
方
㍍
）

及
び
茶
室
。
業
務
内
容
は

①
作
業
計
画
及
び
現
場
管

理
②
植
栽
管
理
。
委
託
料

上
限
額
８
７
５
万
６
０
０

０
円
込
。
参
加
資
格
は
▽

造
園
工
事
業
の
一
般
建
設

業
許
可
ま
た
は
特
定
建
設

業
許
可
を
受
け
、
県
建
設

工
事
等
競
争
入
札
参
加
資

格
を
有
す
る
建
設
業
者
▽

造
園
の
登
録
▽
造
園
工
事

に
つ
い
て
の
総
合
評
定
値

が
６
５
０
点
以
上
で
あ
る

こ
と
▽
県
奈
良
土
木
事
務

所
管
内
に
本
店
を
有
し
て

い
る
こ
と
▽
過
去
５
年
間

に
履
行
完
了
し
て
い
る
同

種
同
規
模
（
有
料
・
無
料

は
問
わ
な
い
観
賞
用
庭
園

で
面
積
が
５
０
０
０
平
方

㍍
以
上
）
の
庭
園
管
理
業

務
に
係
る
元
請
実
績
を
有

し
て
い
る
こ
と
―
な
ど
。

　
【
吉
城
園
庭
園
管
理
業

務
（
吉
城
園
維
持
管
理
事

業
）】
吉
城
園
は
、
万
葉

集
に
詠
ま
れ
た
吉
城
川
や

名
勝
依
水
園
に
隣
接
す

る
、
奈
良
時
代
の
地
形
を

残
し
た
緑
豊
か
な
地
で
あ

る
こ
と
等
の
理
由
か
ら
昭

和
60
年
に
県
に
お
い
て
緑

地
公
園
（
依
水
園
緑
地
）

と
し
て
整
備
し
て
き
た
。

庭
園
単
独
で
文
化
財
指
定

は
さ
れ
て
い
な
い
も
の

の
、
名
勝
奈
良
公
園
に
含

ま
れ
る
貴
重
な
庭
園
で
あ

り
、
質
の
高
い
維
持
管
理

を
行
う
必
要
が
あ
る
。
今

回
の
業
務
は
以
上
を
踏
ま

え
、
吉
城
園
内
の
樹
木
等

の
植
栽
管
理
を
行
う
庭
園

管
理
業
務
及
び
こ
れ
に
関

連
す
る
業
務
を
行
う
も

の
。
業
務
場
所
は
奈
良
市

登
大
路
町
・
水
門
町
。
業

務
対
象
施
設
は
吉
城
園
庭

園
（
８
０
５
３
・
31
平
方

㍍
）
及
び
氷
室
神
社
裏
管

理
道
（
２
７
４
・
6４
平
方

㍍
）。
業
務
内
容
は
①
作

業
計
画
及
び
現
場
管
理
②

植
栽
管
理
。
委
託
料
上
限

額
９
６
２
万
５
０
０
０
円

込
。
参
加
資
格
は
前
同
。

　
【
県
営
自
動
車
駐
車
場

交
通
誘
導
業
務
委
託
】
業

務
場
所
は
奈
良
市
登
大
路

町
。
業
務
対
象
施
設
は
奈

良
登
大
路
自
動
車
駐
車
場

（
必
要
に
応
じ
て
大
仏
殿
前

自
動
車
駐
車
場
、
高
畑
自

動
車
駐
車
場
で
業
務
の
場

合
が
あ
る
）。業
務
内
容
は

①
駐
車
場
出
入
口
周
辺
の

交
通
誘
導
②
駐
車
待
ち
車

両
の
整
理
・
誘
導
③
交
通

事
故
防
止
の
た
め
の
歩
行

者
の
誘
導
・
案
内
④
観
光

案
内
・
周
辺
駐
車
場
の
案

内
⑤
そ
の
他
緊
急
事
態
発

生
時
の
対
応
。
委
託
料
上

限
額
７
０
５
万
２
２
６
９

円
込
。
参
加
資
格
は
▽
物

品
購
入
等
に
係
る
競
争
入

札
参
加
資
格
者
の
う
ち
営

業
種
目
「
建
物
管
理
」の

小
分
類「
警
備
・
受
付
等
」

を
主
業
種
と
し
て
い
る
こ

と
▽
本
店
・
支
店
ま
た
は

営
業
所
等
の
所
在
地
が
奈

良
市
内
に
登
録
さ
れ
て
い

る
こ
と
▽
警
備
業
法
第
４

条
の
規
定
に
よ
る
公
安
委

員
会
の
認
定
を
受
け
て
い

る
こ
と
▽
過
去
５
年
間
に

履
行
完
了
し
て
い
る
同
種

同
規
模
（
公
営
・
民
営
は

問
わ
な
い
。
駐
車
台
数
１

０
０
台
以
上
）
の
駐
車
場

警
備
業
務
に
係
る
受
注
実

績
（
元
請
に
限
る
）
を
有

し
て
い
る
こ
と
―
な
ど
。

建
設
事
業
費
は
2５
億
５
２

９
６
万
７
０
０
０
円
（
２

０
５
・
９
％
増
）。
建
設

関
係
の
主
な
事
業
は
次
の

通
り
（
単
位
千
円
）。

　
【
総
務
費
】

　

▽
シ
ビ
ッ
ク
コ
ア
周
辺

地
区
ま
ち
づ
く
り
事
業

（
６
６
０
）
＝
南
都
銀
行

跡
地
の
フ
ェ
ン
ス
整
備
。

　

▽
市
有
地
整
備
事
業

（
５
０
０
）
＝
工
事
。

　

▽
交
通
安
全
施
設
等
整

備
事
業
＝
測
量
設
計
委
託

料
（
５
、
０
０
０
）、
ハ

ン
プ
等
設
置
工
事（
５
５
、

０
０
０
）。

　

▽
近
鉄
大
和
高
田
駅
・

Ｊ
Ｒ
高
田
駅
周
辺
地
区
ま

ち
づ
く
り
基
本
構
想
策
定

業
務
（
２
、
１
１
６
）。

　
【
民
生
費
】

　

▽
雨
水
ポ
ン
プ
工
事

（
３
、
２
５
６
）
＝
総
合

福
祉
会
館
東
側
。

　

▽
隣
保
館
補
修
等
工
事

（
７
、
１
７
２
）
＝
曙
町

隣
保
館
外
壁
改
修
工
事
。

　

▽
保
育
所
整
備
事
業

（
６
、
１
８
５
）
＝
公
立

保
育
所
６
園
の
空
調
設
備

取
替
工
事
。

　

▽
民
間
保
育
所
等
施
設

整
備
費
補
助
金（
３
５
２
、

２
２
３
）
＝
つ
ぼ
み
認
定

こ
ど
も
園
。

　

▽
児
童
ホ
ー
ム
整
備
事

業
（
３
、
５
７
６
）
＝
空

調
設
備
取
替
工
事
。

　
【
衛
生
費
】

　

▽
保
健
セ
ン
タ
ー
整
備

事
業
（
１
１
、
０
１
１
）

＝
ト
イ
レ
洋
式
化
工
事
。

　

▽
斎
場
整
備
事
業（
３
、

５
４
４
）
＝
市
営
斎
場
外

壁
改
修
設
計
委
託
料
。

　

▽
ご
み
中
継
施
設
建
設

事
業
（
１
、
２
８
２
、
７

２
５
）
＝
設
計
施
工
監
理

業
務
委
託
料
（
１
１
、
２

９
７
）、建
設
工
事
（
１
、

２
４
２
、
８
１
６
）
他
。

　

▽
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
整

備
事
業（
４
６
、２
６
６
）

＝
計
画
支
援
業
務
委
託
料

他
。

　
【
農
林
水
産
費
】

　

▽
耕
地
事
業
（
２
９
、

３
７
５
）。

　

▽
土
地
改
良
施
設
維
持

管
理
事
業
（
２
７
、
７
９

７
）。

　

▽
防
災
重
点
た
め
池
耐

震
診
断
事
業
（
１
３
、
５

０
０
）。

　
【
土
木
費
】

　

▽
既
存
木
造
住
宅
耐
震

改
修
事
業（
２
、５
０
０
）

＝
既
存
木
造
住
宅
耐
震
改

修
補
助
金
。

　

▽
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
改
修

事
業
（
３
、
０
０
０
）
＝

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
改
修
工
事

補
助
金
。

　

▽
道
路
維
持
工
事
（
８

７
、
０
０
０
）。

　

▽
道
路
新
設
改
良
事
業

（
１
６
、
４
６
５
）
＝
、

舗
装
工
事
２
路
線
な
ど
。

　

▽
橋
梁
維
持
工
事
（
５

９
、
０
０
０
）
＝
設
計
委

託
料
（
２
３
、０
０
０
）、

橋
梁
補
修
工
事
３
ヵ
所
。

　

▽
側
溝
維
持
工
事（
９
、

７
０
０
）。

　

▽
河
川
改
良
事
業
（
２

７
２
、
７
９
０
）
＝
東
中

２
丁
目
雨
水
貯
留
施
設
整

備
事
業
負
担
金（
２
７
０
、

８
９
０
）、
貯
留
施
設
補

修
工
事
。

　

▽
緑
化
美
化
推
進
事
業

（
３
６
、
０
０
０
）
＝
幸

町
歩
道
舗
装
復
旧
工
事
。

　

▽
総
合
公
園
新
設
事
業

（
７
１
７
）＝
鑑
定
手
数
料
。

　

▽
本
郷
大
中
線
街
路
事

業
（
７
７
４
）
＝
鑑
定
手

数
料
、
用
地
購
入
費
。

　

▽
大
和
高
田
当
麻
線
街

路
事
業
（
１
０
３
、
４
４

４
）＝
調
査
委
託
料（
９
、

２
０
０
）、
設
計
委
託
料

（
１
、
０
０
０
）、
分
筆
登

記
等
委
託
料
（
２
、
０
０

０
）、道
路
新
設
工
事
（
８

０
、
０
０
０
）、
用
地
購

入
費
５
０
０
０
平
方
㍍

（
３
、
５
０
０
）
な
ど
。

　

▽
市
営
住
宅
整
備
事
業

（
３
９
、
４
６
５
）
＝
磯

野
市
営
住
宅
３
号
棟
設
計

委
託
料
（
５
、１
１
２
）、

磯
野
市
営
住
宅
２
号
棟
補

リ
サ
イ
ク
ル
施
設
整
備
事
業
計
画
支
援

リ
サ
イ
ク
ル
施
設
整
備
事
業
計
画
支
援

修
等
工
事
（
３
４
、
３
５

３
）。

　

▽
都
市
計
画
道
路
検
証

業
務
（
３
、
２
１
４
）。

　
【
消
防
費
】

　

▽
消
防
施
設
整
備
事
業

（
８
、
３
３
６
）。

　
【
教
育
費
】

　

▽
小
学
校
営
繕
工
事

（
１
６
、
３
６
２
）。

　

▽
公
民
館
補
修
等
工
事

（
９
１
３
）
＝
土
庫
公
民

館
空
調
設
備
取
替
工
事
。

　

▽
葛
城
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
整
備
事
業（
４
、

２
２
６
）
＝
駐
車
場
整
備

工
事
。

　

▽
学
校
給
食
施
設
整
備

事
業
（
１
、
５
８
３
）
＝

高
田
小
学
校
給
食
リ
フ
ト

改
修
工
事
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（https://shinpou-nara.com

）

か
ら
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
員
登
録
で
。

ま
た
は
、電
話
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、メ
ー
ル
で
。

■
購
読
の
お
申
込
み
は
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奈

良

建

設

業

会

奈

良

建

設

業

会

安全パトロールを実施安全パトロールを実施

現場を入念にチェックした現場を入念にチェックした

　

今
回
の
パ
ト
ロ
ー
ル

は
、
奈
良
労
働
基
準
監
督

署
か
ら
柴
田
佳
佑
地
方
労

働
衛
生
専
門
官
、
奈
良
土

木
事
務
所
か
ら
岸
本
博
孝

所
長
、
植
谷
秀
夫
次
長
、

川
端
伸
幸
主
幹
、
丸
山
稿

造
工
務
第
二
課
長
が
参

加
。
奈
良
建
設
業
会
か
ら

は
小
林
会
長
ら
28
名
が
参

加
し
た
。

　

パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
た

鹿
野
園
沢
Ａ
沢
―
１
砂
防

堰
堤
工
事
は
、
奈
良
土
木

事
務
所
発
注
の
工
事
延
長

13
・
２
㍍
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
堰
堤
工
（
透
過
型
）
１

基
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
５

４
９
立
法
㍍
、
残
存
型
枠

工
（
化
粧
型
枠
含
む
）
３

１
０
平
方
㍍
、
鋼
製
ス
リ

ッ
ト
工
１
式
の
概
要
。
工

期
は
６
月
30
日
ま
で
進
捗

率
10
㌫
。
施
工
は
大
倭
殖

産
が
担
当
し
て
い
る
。

　

現
場
で
は
、
松
永
秀
彦

安
全
衛
生
責
任
者
よ
り
工

事
概
要
、重
点
安
全
目
標
、

当
日
の
主
な
作
業
や
工
程

な
ど
を
説
明
。
そ
の
後
、

場
内
の
整
理
・
整
頓
、
保

安
設
備
、
標
識
規
格
に
よ

る
標
示
、
転
倒
・
転
落
、

接
触
の
防
止
、
飛
来
落
下

防
止
措
置
ほ
か
、
安
全
点

検
シ
ー
ト
の
各
項
目
を
基

に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
線
で

入
念
に
チ
ェ
ッ
ク
し
た
。

　

パ
ト
ロ
ー
ル
終
了
後
は
、

中
村
建
設
（
奈
良
市
三
条

大
路
）会
議
室
に
お
い
て
、

柴
田
専
門
官
に
よ
る
講
評

と
安
全
講
習
、
岸
本
所
長

が
全
体
総
括
を
行
っ
た
。

　

冒
頭
、
中
村
光
良
副
会

長
は
「
一
瞬
の
気
の
緩
み

が
多
く
の
生
命
、
財
産
を

脅
か
す
こ
と
に
な
り
か
ね

な
い
。
日
ご
ろ
の
安
全
管

理
に
対
す
る
一
層
の
知
識

と
対
策
を
習
得
し
労
働
意

識
を
高
め
て
お
く
こ
と
が

大
事
。
誰
も
が
安
心
し
て

健
康
で
働
け
る
職
場
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
ほ
し

い
」
と
あ
い
さ
つ
。

　

柴
田
専
門
官
は
「
こ
れ

か
ら
本
格
的
に
始
ま
る
現

場
。
視
覚
や
安
全
ツ
ー

ル
、
整
理
整
頓
は
で
き
て

い
た
。
転
倒
災
害
が
増
加

傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
側

溝
の
落
ち
葉
の
片
付
け
に

も
細
心
の
注
意
を
」
と
一

層
の
注
意
を
促
し
た
。
そ

の
後
、
奈
良
労
働
局
管
内

に
お
け
る
労
働
災
害
発
生

状
況
を
報
告
、
時
間
外
労

働
の
上
限
規
制
の
改
正
で

は
、
特
に
一
人
親
方
に
対

し
て
の
注
意
事
項
を
説
明

し
た
。

　

岸
本
所
長
は
「
外
部
の

目
で
現
場
を
見
る
こ
と
は

新
た
な
気
づ
き
と
な
り
意

義
深
い
。
土
木
工
事
は
落

下
、
墜
落
、
転
倒
、
飛
来

な
ど
の
災
害
が
統
計
上
多

く
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
各

社
現
場
の
再
点
検
を
」
と

注
意
喚
起
し
、
全
体
総
括

と
し
た
。

　

最
後
に
山
本
克
哉
安
全

委
員
長
は
「
本
日
の
安
全

パ
ト
ロ
ー
ル
を
き
っ
か
け

に
労
働
災
害
防
止
の
必
要
性
を
再
認

　

奈
良
建
設
業
会
（
小
林
伸
嘉
会
長
）
は
２
月
22
日
、
奈
良
市
白
毫
寺
町
地
内
の

鹿
野
園
沢
Ａ
沢
―
１
砂
防
堰
堤
工
事
現
場
で
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
た
。
奈
良

労
働
基
準
監
督
署
と
奈
良
土
木
事
務
所
と
と
も
に
、
作
業
環
境
や
通
路
、
足
場
、

墜
落
・
転
落
な
ど
の
安
全
対
策
を
点
検
し
、現
場
環
境
を
共
有
し
た
上
で
、無
事
故
・

無
災
害
の
徹
底
を
呼
び
か
け
た
。

33
者
間
で
現
場
環
境
を
共
有

者
間
で
現
場
環
境
を
共
有

中村副会長

柴田専門官

山本安全委員長

岸本所長

現場の安全・安心、見える化に取り組んでいます現場の安全・安心、見える化に取り組んでいます

安
心
し
て
健
康
に
働
け
る
環
境
づ
く
り
を

安
心
し
て
健
康
に
働
け
る
環
境
づ
く
り
を

小
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嘉

米
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阪
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隆

士

山
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山

崎

　
衛

吉

田

英
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吉

田

　
強

桐

山

雅

貴

中

嶋

　
孝

成

田

清

造

安

西

徳

人

菅

野

清

正

山

本

克

哉

脇

　
義

宣

中

田

秀

一

澤

田

昌

久

山

上

雄

平

森

　
　�
三
郎

会
長
理
事

副
会
長
理
事

〃〃

会
計
理
事

理

事

〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃

監

事

〃

相

談

役

〃

一
般
社
団
法
人

奈
良
建
設
業
会

視察後、講評を行った視察後、講評を行った

点
検
前
に
パ
ト
ロ
ー
ル
の
趣
旨
を
述
べ
る
小
林
会
長（
左
上
）

安全衛生管理概要
·重 点 安 全 目 標　　 重機災害の防止、法面崩壊災害の防止、

墜落・転落災害の防止
·今月の安全目標　　重機災害の防止、法面崩壊災害の防止

点検シートで点検シートで
安全対策を確認安全対策を確認

識
し
、
積
極
的
な
労
働
災
害
防
止
活

動
を
実
践
し
て
ほ
し
い
。
誰
も
が
安

心
し
て
働
く
こ
と
の
で
き
る
安
全
な

職
場
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
ほ
し

い
」
と
締
め
く
く
っ
た
。
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